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ヘ
ラ

l
ト
の
ク
ル
ト
政
権
の
成
立

は

が

き

マ
リ
タ
・
シ
ャ
ム
ス
の
出
現

マ
リ
ク
・
ジ
ャ
ム
ス
の
活
動

む

す

び

ク
ル
ト
家
系
図

ク
ル
ト
家
領
域
園

し

』ま

;0~ 

き

し

へ
ラ

l
ト
は
、
今
日
で
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
西
北
部
の
一
地
方
都

市
に
す
ぎ
な
い
が
、
歴
史
の
上
か
ら
見
る
と
、
古
代
か
ら
よ
く
知
ら

れ
た
重
要
な
町
で
あ
っ
た
。

イ
ス
ラ
ム
時
代
に
は
ホ
ラ
サ
ン
州
の
四

大
都
市
の

一
つ
と
し
て
、
パ
ル
フ

一
シ
ャ
プ

l
ル
と
そ

メ
ル
ヴ

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
西
征
の
際
、

亦の
駿繁
櫨華
と ，を
化競
しっ
たた
カ2

や
;0> 

て
奇
蹟
的

復
興
す
る
と

ヘ
ラ

l
ト
も

そ
乙
に
君

本

信

田

賓

臨
し
た
の
は
土
着
の
グ

l
ル
人
貴
族
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
・
ア
ル
・

J

ア
ィ

l
ン

・

宮内
w
E同

ω7同
日

印

国

-'uz

ム
ハ
ン
マ
ド

・
ク
ル
ト

冨己

E
B自
由
仏
関
口
同
伸
一
以
下
マ
リ
ク
・
シ
)
で
あ
っ
た
。
マ
リ
ク

・
シ
ャ

F

ャ
ム
ス
と
略
祷
」

ム
ス
を
第
一
代
と
す
る
ク
ル
ト
家
は
、
イ
ラ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
政
権
た

- 38ー

る
イ
ル
カ
ン
朝
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、
主
家
筋
の
イ
ル
カ
ン
朝
よ

り
長
い
命
脈
を
保
ち
、
第
八
代
ギ
ヤ

l
ス
・
ア
ル
・
デ
ィ

l
ン
・
ピ

l
ル
・
ア
リ
l
が
チ
ム
l
ル
に
滅
ぼ
さ
れ
、
そ
の
見
孫
が
サ
マ
ル
カ

ン
ド
で
殺
害
さ
れ
る
ま
で
(一

三
八
て
イ
ラ
ン
土
着
政
権
の
チ
ャ
ン

r
九

年

」

ピ
オ
ン
で
あ
っ

た
。
ク
ル
ト
家
滅
亡
後
も
へ
ラ

l
ト
は
繁
栄
を
績
け
、

十
五
世
紀
に
は
テ
ム

l
ル
朝
の
首
都
と
し
て
イ
ス
ラ
ム
文
物
の
淵
薮

と
な
り
、

チ
ャ
ガ
タ
イ
文
皐
興
隆
の
地
と
な
っ
た
。

イ
ラ
ン
史
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
史
と
の
南
面
に
ま
た
が
っ
て
展
開

し
た
ク
ル
ト
家
の
歴
史
は

ζ

れ
ま
で
多
く
の
東
洋
撃
者
の
興
味
を



つ 惹
た(1)き
。な

が
ら
も

特

ク
ノレ v 

トの
家
m 王

説委

重量
骨Z
;与詳

rF 
て主
は ;z
陵 情
酔し

定主
貼 伝
がな
多か

政
権

樹 と
立~、れ
与は

情二
主正
33F ぬ;

手芸
掛門
h 的
差制

的見の
出

た
さ

め
ん，で
ヘあ

っ
Tこ

し、

ク
ル
ト

嘗
該
時
代
の

第
一
等
史
料
と
も
言
う
べ
き
ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ユ
!
の
「
世
界
征
服
者
の

歴

貯

(

二

六
O
)
及
び
ラ
シ

l
ド
・
ア
ル
・
デ
ィ

I
γ
の
「
集
応
」

L

F

年
頃
捌
筆
」

(
一
恒
子
一
昨
l
l
)

を
緒
く
者
は
失
望
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。
例
え
ば
、
モ
ン

ゴ
ル
軍
に
よ
る
へ
ラ
l
ト
市
破
壊
に
就
い
て
、
ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
l
は

と
れ
を
記
述
す
る
と
約
し
て
迭
に
果
さ
ず
、

ラ
シ
l
ド
に
至
つ
て
は

ヘ
ラ
l
ト
市
攻
略
の
記
事
を
全
く
歓
い
て
い
る
。

ス
出
現
の
事
情
に
就
い
て
も
、

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム

と
の
二
つ
の
著
名
な
史
書
か
ら
は
奇

妙
な
程
断
片
的
な
記
事
し
か
得
ら
れ
な
い
。

と
れ
ま
で
ク
ル
ト
家
の
歴
史
を
研
究
し
た
者
は
、

リ
ー
の
「
極
築
闇
」
を
主
要
な
典
接
と
し
て
き
た
。
然
し
こ
の
へ
ラ

イ
ス
フ
ィ
ザ
l

ー
ト
史
は
一
四
九
二
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、

十
四
世
紀
初
年

に
至
る
ま
で
の
ク
ル
ト
家
に
閲
す
る
記
事
は
童
く
サ
イ
フ
ィ

l
の

「
へ
ラ
l
ト
史
記
」
に
負
う
て
い
る
。
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ヘ
ラ

1
ト
人
ザ
イ
フ
ィ
!
の
「
ヘ
ラ
l
ト
史
記
」
は
モ
ン
ゴ
ル
の
ヘ

ラ
l
ト
攻
略
か
ら
丁
度
一
世
紀
後
(
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
川
ト
)
に
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、

ク
ル
ト
家
の
塵
史

町
の
古
老
か
ら
の
聞
書
を
含
み
、

に
閲
し
て
他
の
史
書
に
は
見
ら
れ
な
い
、
生
彩
の
あ
る
記
事
を
提
供

し
て
く
れ
る
。
ζ

の
年
代
記
に
も
ク
ル
ト
家
勃
興
に
闘
す
る
記
事
に

は
、
そ
の
年
代
に
か
な
り
の
混
蹴
・
錯
誤
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
を
正

す
に
は

ラ
シ

l
ド
等
の
史
書
を
役
立
た
せ
ね

ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
-
一

l

ば
な
ら
ぬ
。

ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ

l
が
「
世
界
征
服
者
の
歴
史
」
を
欄
筆
し
た
頃
、

イ
ン
ド
の
デ
l
リ
I
で
書
か
れ
た
ジ

4
1
ズ
ジ
ャ
l

ニ
l
の
「
ナ
i

シ
リ
l
物
語
L

、

一
三
二
八
年
に
完
成
さ
れ
た
ヴ
ァ
ッ
サ
l
フ
の
「
邦

土
の
分
割
と
歳
丹
の
推
私
」
(
噌
一
設
」
「
げ
和
勺
)
、
「
シ

l
ス
タ
ン
h
m
L

に
も
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
記
載
が
見
出
さ
れ
る
。

- 39ー

チ
ム

i
ル
朝
時
代

に
編
纂
さ
れ
た
史
書
の
う
ち
、
前
記
の
イ
ス
フ
ィ
ザ
i
リ
l
の
「
極

築
園
」
の
他
に
、
間
々
異
俸
を
含
む
ハ

1
フ
ィ
ズ
・
イ
・
ア
プ
ル
l
の

「
地
理
書
」
と
フ
ァ
シ

I
フ
の
「
フ
ァ
シ
l

ヒ

l
摘
要
」
、
及
び
ミ
l

同

帥

ル
ホ
l
ン
ド
の
「
清
穆
園
」
、
ホ
I
ン
デ
ミ
l
ル
の
「
道
徳
の
伴
侶
」

も
参
着
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
小
論
は
、
主
と
し
て
サ
イ
フ
ィ

1
の
「
ヘ
ラ
i
ト
史
記
」
に

嬢

こ
れ
ま
で
著
し
く
陵
昧
で
あ
っ
た
ク
ル
ト
政
機
成
立
の
事
情

を
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
の
出
現
に
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は
如
何
な
る
背
景
が
存
し
て
い
た
か
。

一
方
に
モ
ン
ゴ
ル
の
苛
酷
な

占
領
・
統
治
政
策
の
束
縛
を
受
け
、
他
方
に
復
興
意
欲
に
燃
え
る
へ

ラ
l
ト
人
や
グ

l
ル
人
の
輿
望
を
摺
っ
て

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は

如
何
に
し
て
己
の
政
権
を
樹
立
し
た
か
。
そ
の
政
機
の
基
礎
は
何
で

あ
っ
た
か
を
、
彼
の
活
動
を
通
じ
て
考
え
て
み
よ
う
。
最
近
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
人
の
活
動
や
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
イ
ン

ド
侵
冠
の
問
題
が
論
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

拙
論
が
十
三
世
紀

中
葉
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
史
、

乃
至
は
イ
ル
カ
ン
園
史
の
一
側
面
に

少
し
で
も
光
を
投
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
筆
者
の
望
外
の

喜
び
で
あ
る
。

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
の
出
現

ク
ル
ト
政
楢
の
樹
立
者
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
と
は
如
何
な
る
出
自

の
者
で
あ
る
か
a

彼
が
モ
ソ
ケ
・
ヵ

l

y
よ
り
勅
書
を
授
け
ら
れ

て、

へ
ラ

1
ト
の
統
治
を
委
ね
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
如
何
な
る
事

ま
た
へ
ラ

l
ト
を
中
心
に
ど
の
よ
う
な
範
圏
の
地

域
に
統
治
楢
を
行
使
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
。

由
に
よ
る
の
か
。

ム

スサ

のイ
家フ
系イ
は l
衣 の
の「
よへ
つフ
に 1
停ト
え 史
ら記
れ」

て に
し、よ

る帥オU
十ま

マ
リ
ク
・
シ
ャ

「グ
l
ル
朝
の
ス
ル
タ
γ
、
ギ
ヤ
l

ス
・
ア
ル
・
デ
ィ
l
ン
の
信
任
厚
い

宰
相
に
イ
ズ
・
ア
ル
・
デ
ィ
I
γ

・
ウ
マ
ル
・
マ
ル
ガ
一
ー
な
る
者
が
い

た
。
彼
は
ス
ル
タ
ン
の
命
令
に
よ
っ
て
ホ
ラ
サ

γ
州
各
地
を
己
の
子
弟
に
援

け
た
。
自
ら
は
へ
ラ
l
ト
を
取
り
、
親
族
フ
サ
l

ム
・
ア
ル
・
デ
ィ

I
ン・

ア
リ

・
ウ
マ
ル
・
マ
ル
ガ
ニ

l
に
ガ
ル
チ
ス
タ
ン
を
奥
え
、
弟
タ
l
ジ
ュ
・

ア
ル
・
デ
ィ
l
γ

・
ウ
ス
マ

l
ン
・
マ
ル
ガ
ニ

l
に
ハ
イ
サ
l
ル
城
を
中
心

と
す
る
グ
1
ル
地
方
を
授
け
た
。
タ
l
ジ
ュ
・
ア
ル
・
デ
ィ
l
γ

は
グ
l
ル

地
方
の
支
配
権
を
己
の
子
ル
ク
ン
・
ア
ル
・
デ
ィ
l
y
に
停
え
た
。
ル
ク
γ

・
ア
ル
・
デ
ィ
l
ン
は
こ
れ
を

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
に
停
え
た
。
」

帥

さ
て
ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ー
に
よ
れ
ば
、

一
二

O
二
年
ホ
ラ
ズ
ム
シ
ャ

-40一

ー
・
ム
ハ
ン
マ
ド
が
へ
ラ

l
ト
を
攻
撃
し
た
時
、

ヘ
ラ

i
ト
城
塞
の

主
は
イ
ズ
・
ア
ル
・
デ
ィ

i
γ

・
マ
ル
ガ
ジ
!
な
る
者
で
あ
っ
た
と

い
う
。
こ
の
者
は
「
へ
ラ

1
ト
史
記
」
に
グ

l
ル
朝
の
ス
ル
タ
ン
、
ギ

ヤ

l
ス
・
ア
ル
・
デ
ィ

l
ン
(
一
二

O
〕
の
宰
相
で
あ
っ
た
と
い
う
イ

F

二
年
残
」

ズ
・
ア
ル
・
デ
ィ

i
ン
・
ウ
マ
ル
・
マ
ル
ガ
ニ
!
と
名
前
が
よ
く
似

て
い
る
が
、

同
一
人
物
で
あ
る
と
い
う
確
謹
は
な
い
。
始
め
て
ハ
イ

サ
l
ル
城
主
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
タ

l
ジ

A

・
ア
ル
・
デ
ィ

l
γ

に
就
い
て
は
、
他
の
史
書
に
閥
係
記
事
を
見
出
し
得
ぬ
。
そ
の
貫
在

や
活
動
朕
況
が
確
か
に
突
止
め
ら
れ
る
の
は

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス

の
先
代
ル
ク
ン
・
ア
ル
・
デ
ィ

l

y
で
あ
る
。
彼
は
ハ
イ
サ

1
ル
城
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タージュ・アノレ・ディー γ ・ウスマーン・

マノレガニー

ノレク γ.アノレ ・ディー ゾ・アピー ・パ 111レ

I (+凶5)

①シャムス・アノレ・ディー γ ・ムハンマド・

Fノレト (1253一77)

。〕ノレタ γ ・アノレ ・ディー γ

(小シャムス・アノレ・ディー γ)

一一一一一一一I(1278-83) 

①ギヤ ース・ア ノレ ・デ ィーン

I (1…)  

⑦ムイズ ・アノレ・ディー γ|叶70)

③ギヤース ・ア ノレ・ディー γ ・ピー ノレ・アり-

I (1370 制

ピーノレ・ムハンマド

家系園トJレク

イズ・アノレ・ディー γ.ウマノレ・
マノレガニ}

マリク・

トウノレタ③ 77プノレ ・ア ノレ・ディ ーγ

(1285 -1308) 

①ハ ーフ ィズ

(1329-31) 
ル
世

ア
二
)

〆
自
己

、d
η
L

|
ス
一
日

ム

イ

f

、

ヤ
デ

シ③
 

ムハン'マド

に
操
っ
て
い
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
グ

l
ル
人
討
伐
の
際
逸
早
く
降

伏
し
て
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ソ
よ
り
所
領
安
堵
の
勅
書
を
得
た
。
ジ
品

ヴ
ァ
イ

2
1
は
と
の
勅
書
を
親
し
く
見
て
い
い
。
ま
た
「
ナ

l
シ
リ

l
物
語
」
の
著
者
ジ
ュ

l
ズ
ジ
ャ

l
ュ
ー
も
彼
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。

ル
ク
ン

・
ア
ル
・
デ
ィ

l
ソ
は
へ
ラ

1
ト
北
方
の
バ
ド
ギ
ス
に
駐
屯

し
て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
の
将
軍
ダ
イ
ル
・
パ
ー
ト
ル
の
指
揮
下
に
入

イ
ン
ド
侵
冠
に
参
加
し
た
。

り
、
そ
の
シ

l
ス
タ

γ
作
戟
、

ル
ク
ン
・
ア
ル
・
デ
ィ

l
γ
と
そ
の
後
繕
者
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス

サ
イ
フ
ィ

l
の
テ
キ
ス
ト
に
は
そ
の
箇
所
の

同

み
原
敏
し
て
い
て
明
か
で
な
い
。
イ
ス
フ
ィ
ザ

l
リ
l
は
マ
リ
ク
・

帥

シ
ャ
ム
ス
が
ル
ク
ン
・
ア
ル

・
デ
ィ

l
ン
の
子
で
あ
る
と
い
い
、
フ

伺

ア
シ

l
フ
も
南
者
の
父
子
閥
係
を
自
明
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お

と
の
績
柄
に
就
い
て

， - 41一

イ
ス
フ
ィ
ザ

l
リ
l
は
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
の
母
は
ス
ル
タ
ン
・
ギ

同

ヤ

l
ス
・
ア
ル
・
デ
ィ

l
ン
の
娘
で
あ
る
と
も
い
う
。
然
し
ハ

l
フ

ィ
ズ
・
ィ
・
ア
ブ
ル

l

ホ
ー
ン
デ
ミ
ー
ル
は

、
l
ル
ホ

l
ン
ド

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
が
ル
ク
ン
・
ア
ル
・
デ
ィ

l
γ
の
娘
の
子
で
あ

刷

る
と
い
》
フ
。

ル
ク
ン
・
ア
ル
・
デ
ィ

l
ン
と
マ
リ
ク
・
ジ
ャ
ム
ス
の

名
前
、
父
稽
、
稽
挽
を
調
べ
て
み
て
も
南
者
の
績
柄
は
明
か
と
な
ら

帥ぬ
。
な
お
ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ

l
は
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
を

「
ロ
向
』
心
円
同
仙
丹
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同

の
子
ム
ハ
ン
マ
ド
」
と
呼
び
、
ヴ
ァ
ッ
サ

l
フ
は
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム

ス
の
父
は
同
恒
三
と
い
う
グ
I
ル
朝
の
有
能
な
将
軍
で
あ
っ
た
と
い

っ
て
い
る
洲
、

ζ

の
冨
玉
虫
乃
至
H
F
H
H

と
ル
ク
ソ

・
ア
ル
・
デ

ィ
l
ン
と
が
ど
の
よ
う
な
閥
係
に
あ
る
の
か
確
め
得
な
い
。

と
の
よ

う
に
マ

リ
ク
・
ジ
ャ
ム
ス
が
そ
の
先
代
ル
ク
ン
・
ア
ル
・
デ
ィ

l
γ

の
子
で
あ
る
の
か
、
娘
の
子
で
あ
る
の
か
明
確
で
は
な
い
が

ーマ

リ

ク
・
シ
ャ
ム
ス
が
グ

l
ル
の
ハ
イ
サ

l
ル
城
主
の
家
柄
に
生
れ
た
乙

と
は
認
め
ざ
る
を
得
ぬ
。

(
本
稿
に
附
し
た
ク
ル
ト
家
系
園
で
は

態
通
説
に
従
っ
て
雨
者
の
績
柄
を
父
子
と
し
て
お
く
)
イ
ス
フ
ィ
ザ

ー
リ
l
の
記
事
を
信
じ
得
ベ
き
と
す
れ
ば
、

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス

の

母
は
ス
ル
タ
ン

・
ギ

ヤ
l
ス

・
ア
ル

・
デ
ィ
l
ン
の
娘
で
あ
り
、
彼

は
グ

l
ル
王
家
の
血
を
引
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
グ
l
ル
朝
は
十
二
世
紀
後
半
の
ギ
ヤ

1
ス
・
ア

ル
・
デ
ィ

l

ン
「一一

六
一
ニ
|
戸、

シ
ハ

l
ブ

・
ア

レ

デ

ィ

ー
ン
「一

一
七
三
|
一
一
一

ご

二

O
二
年

}

/
.

F

O
六
年
。

huhfν
引
)
兄
弟
の
治
世
間
に
、
グ
l
ル
地
方
の
フ
ィ

l
ル
i
ズ
・

ク
l
フ
を
中
心
に
、

セ
ル
ジ
ュ

l
ク
朝
よ
り
ホ

ラ
サ
ン
州
の
一
部
を

掠
取
し
て
へ
ラ

i
ト
を
奪
い

イ
ン
ド
に
屡
々
侵
入
し
て
版
圃
を
蹟

げ
た
が
、
十
三
世
紀
に
な
る
と
，ホ
ラ
ズ
ム
シ
ャ

I
朝
に
塵
迫
さ
れ
、

こ
の
兄
弟
君
主
の
死
後
そ
の
甥
マ
フ
ム

l
ド
が
立
っ
た
が
、
統
一
は

失
わ
れ

ト
ル
コ
人
奴
隷
出
身
の
将
箪
た
ち
が
版
圏
内
の
各
地
で
自

立
し
た

=
こ
五
年
マ
フ
ム

i
ド
も
滅
ぼ
さ
れ
て
、

ヘ
ラ

1
ト
を

除
く
グ
l
ル
朝
の
本
土
は
ホ
ラ
ズ
ム
シ
ャ

1
・
ム
ハ
ン
マ
ド
の
長
子

ジ
ャ
ラ
l
ル
・
ア

ル
・
デ
ィ

l
ン
の
封
地
と
な
っ
た
。
然
し
グ
l
ル

人
の
活
力
が
失
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く

チ
ン
ギ
ス
・
ヵ

γ
の
西
征

軍
を
最
も
苦
め
た
の
は
、
今
日
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
山
険
に
擦
る

グ
l
ル
人
で
あ
っ
た
。
上
述
し
た
よ
う
に

ル
ク
ン

・
ア
ル
・
日
ア
ィ

ー
ン
は
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
侵
入
時
グ

l
ル
地
方
の
一
中
心
ハ
イ
サ

l
ル

域
に
あ
っ
て
チ
ン
ギ
ス

・
カ
ン
に
降
っ
た
グ
l
ル
の
豪
族
の
一
人
で
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あ
っ
た
の
で
あ
る
。
後
に
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
が
グ
l
ル
人
の
輿
望

を
縫
い

グ
l
ル
朝
の
再
興
者
と
目
さ
れ
る
に
至
っ
た
一
因
は
、
彼

が
グ

l
ル
貴
族
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

然
し

冨
弘
子
(
紅
の
)
と
い
う
マ
リ
ク

・
シ
ヤ
ム
ス
以
後
の
ク
ル
ト

家
歴
代
の
君
主
の
世
襲
的
な
稿
慌
が
果
し
て
ル
ク
ン

・
ア

ル
・
デ
ィ

ー
ン
の
既
に
こ
れ
を
持
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
や
や
疑

わ
し
く
、

マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
の
出
現
以
前
に
ク
ル

ト
家
が
顕
著
な

勢
力
を
蓄
え
て
い
た
と
い
う
詮
擦
は
な
い
。
因
み
に
グ
ル
ト
と
い
う

名
は
ル
ク
ン
・
ア
ル
・
デ
ィ

l
ン
の
名
前
に
附
せ
ら
れ
て
始
め
て
出

て
く
る
が
、
そ
の
意
味
は
未
詳
で
あ
り
、
そ
の
讃
み
方
も

関
口
立

か



同

開
同
同
仲
か
、
未
だ
定
説
は
な
い
。
こ
と
で
は
関
口
ユ
と
讃
ん
で
お
く
。

〆
l
ル
の
一
地
方
貴
族
に
す
ぎ
な
か
っ
た
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
が

如
何
に
し
て
へ
ラ

l
ト
を
中
心
と
す
る
慶
大
な
地
域
を
版
圃
と
す
る

支
配
者
と
な
っ
た
か
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
モ
ン
ヶ
・
カ

l
ン
よ
り

の
勅
書
受
領
の
経
緯
を
次
に
考
え
て
み
よ
う
。

ル
ク
ン
・
ア
ル
・
デ
ィ

l
ン
は
軍
中
に
何
時
も
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム

ス
を
伴
な
っ
て
い
た
。
そ
の
聞
に
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
モ
ン
ゴ
ル

の
慣
習
、
制
度
に
通
暁
し
た
。

ル
ク
ン
・
ア
ル
・
デ
ィ

l
y
が

四
五

l
六
年
(
〉
・
出
・

Eω
〉
に
亡
く
な
る
と

マ
リ
ク
・
ジ
ャ
ム

ス
が
ダ
イ
ル
・
パ
ー
ト
ル
の
支
援
を
得
て
、
そ
の
後
繕
者
と
な
っ
加
。

倒

サ
イ
フ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、

一
一
一
四
六

l
七
年
(
〉
・
出
・

2
6
ーマ

リ

ク
・
シ
ヤ
ム
ス
は
サ
リ
・
ノ
ヤ
ン
の
イ
ン
ド
遠
征
に
参
加
し
、

モ
ン

ゴ
ル
軍
の
た
め
に
ム
ル
タ

γ

ラ
ホ

l
ル
の
攻
略
に
重
力
し
た
が

却
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
の
部
将
遣
の
嫌
疑
を
蒙
り
、

ダ
イ
ル
・
バ

1
ト
ル

の
も
と
に
走
っ
て
そ
の
庇
護
を
求
め
た
と
い
う
。
然
し
サ
リ
・
ノ
ヤ

ン
は
モ
ン
ヶ
・
カ

l
ン
に
よ
っ
て
カ
シ
ュ
ミ

l
ル、

イ
ン
ド
方
面
に

渡
達
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

サ
イ
フ
ィ

l
の
話
は
と
の
ま
ま
で
は
信

じ
難
い
。

163 

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
が
蒙
古
に
赴
き
、

モ
ン
ケ
・
カ

l
γ
よ
り
勅

1)(書
のを
よ援
う輿
にさ
い れ
う刷る

に
至
っ
た

と

就
し、

て

サ
イ
フ
ィ

1
は
大
要

「
一
二
四
七
|
八
年
(
〉

-u-
由
品
目
)
ダ
イ
ル
・
パ

I
ト
ル
が
死
し
、
そ

の
子
ハ
ル
カ
ト
・
ノ
ヤ
ン
が
後
を
継
い
だ
。
彼
は
カ
ラ
・
ノ
ヤ
γ
と
共
に
ノア

フ
ガ
ユ
ス
タ

γ
の
バ
ラ
ジ
ュ
、
ラ

γ
ジ
ュ
ハ

l
γ
(
町
一
軒
…
位
)
を
襲
い
、
五
百

頭
の
路
院
と
二
百
人
の
捕
虜
を
得
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
マ
リ
タ
・
シ
ャ
ム
ス

は
、
雨
地
の
民
は
既
に
服
属
し
て
い
て
定
め
ら
れ
た
額
の
税
を
納
め
て
い
る

の
に
、
何
故
こ
の
よ
う
な
患
に
出
た
の
か
と
詰
責
し
、
掠
奪
し
た
も
の
を
返

還
さ
せ
た
。
こ
れ
が
た
め
彼
と
ハ
ル
カ
ト
・
ノ
ヤ
ン
、
カ
ラ
・
ノ
ヤ

γ
と
の

仲
が
不
和
と
な
っ
た
。
二
人
の
将
軍
は
マ
ザ
タ
・
シ
ャ
ム
ス
に
劃
す
る
議
訴

吠
を
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
カ
ン

に
塗
っ
た
。
こ
れ
を
知
る
と
、
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム

ス
も
部
下
を
テ
ギ
ナ
パ

l
ド
(
均
一
川
崎
川
)
に
留
め
、
二
十
騎
を
率
い
て
蒙
古
に

向
っ
た
。

ト
ル
キ
ス
タ
ン

に
着
く
と
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
カ
ソ
は
既
に
亡
く
、

エ
ス
・
モ
ン
ケ
が
後
継
者
と
な
っ
て
い
た
。

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
チ
ャ
ガ

タ
イ
・
カ
ン
の
名
医
で
ハ
シ
ュ
・
ア
ミ
l
ド
に
厚
く
遇
さ
れ
、
そ
の
邸
に
二

ヶ
月
滞
在
し
た
。
や
が
て
モ
ン
ケ
・
ヵ
l
ン
と
グ
ユ
ク
・
カ
ソ
汲
と
の
聞
に

字
が
生
じ
、
エ
ス
・
モ

γ
ケ
の
家
臣
は
四
散
し
、
ハ
パ
シ
品
・
ア
ミ
l
ド
も

イ
ン
人ド
に
走
っ
た
の
で
、
マ

リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
モ
ン
ケ
・
カ
l

ン
の
も
と

に
赴
き
、
そ
の
卸
位
の
嘗
日
カ
l

y
の
宮
廷
に
到
着
し
た
。
自
分
が
ホ
ラ
サ

ン
州
の
グ
l
ル
地
方
か
ら
来
た
者
で
、
父
組
は
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
勅
書
、

牌
子
を
恩
賜
さ
れ
た
と
告
げ
た
。

一
読
に
よ
れ
ば
、
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
そ

γ
ケ
側
に
奥
し
、
グ
ユ
ク
源

- 43ー
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と
の
戦
に
グ
l

ル
兵
二
十
騎
を
率
い
て
奮
闘
し
、
こ
の
功
を
賞
せ
ら
れ
て
モ

ンケ

・カ
l

ン
よ
り
勅
蓄
を
得
た
。」

「
ヴ
ァ
ッ
サ
1

フ
史
L

に
も
サ
イ
フ
ィ
!
と
略
同
様
の
記
事
が
見

同

出
さ
れ
た
。
卸
ち
、

モ
ン
ヶ
・
ヵ
l
ン
が
グ

ュ
ク
・
カ

l
ン
涯
を
支

持
す
る
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ウ
ル
ス
の
一
門
と
争
っ
た
時
、

マ
リ
ク
・
シ

ャ
ム
ス
は
〔
チ
ャ
ガ
タ
イ
側
に
〕
監
禁
さ
れ
て
い
た
が
、
敵
の
眼
を

掠
め
て
モ
ン
ヶ

・
ヵ

l
ン
の
も
と
に
至
り
、

チ
ン
ギ
ス
・
ヵ

γ
よ
り

援
輿
さ
れ
た
勅
書
を
一
不
し
、

と
れ
ま
で
チ
ン
ギ
ス

・
カ
l
γ
家
に
忠

誠
を
蓋
し
、

ハ
イ
サ

l
ル
城
と
グ

l
ル
地
方
と
を
治
め
て
い
た
ζ

と

を
告
げ
、

モ
ン
ヶ
・
カ
l

ン
よ
り
勅
書
と
虎
頭
牌
と
を
得
た
と
い

ト円ノ。

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
が
蒙
古
に
赴
く
に
至
っ
た
直
接
の
動
機

十ま

モ
ン
ゴ
ル
の
将
軍
達
と
の
確
執
に
闘
し
て
自
己
解
護
を
な
す
ζ

己
の
庇
護
者
ダ
イ
ル
・
バ

l
ト
ル
は
チ
ャ
ガ
タ
イ
家

と
で
あ
っ
た
。

に
属
す
る
将
軍
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
は
先
ず
チ

ヤ
ガ
タ
イ
家
に
赴
い
た
の
で
あ
る
が
、

中
央
の
政
情
の
動
き
を
機
敏

に
見
て
と
り
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
に
見
切
り
を
つ
け

モ
ン
ケ
・
カ
l

γ
の
も
と
に
走
っ
た
の
で
あ
る
。

輔

さ
て
ジ

A

ヴ
ァ
イ
ニ
ー
に
よ
れ
ば
、

モ
ン
ヶ
・
カ
!
ン
は
イ
ラ
ン

の
地
の
行
政
を
ホ
ラ
サ
ン
線
督
ア
ル
グ
ン

・
ア
カ
に
委
ね
、
彼
に
随

従
し
て
モ
ン
ゴ
ル
の
宮
廷
に
や
っ
て
き
た
イ
ラ
ン
の
諸
侯
に
夫
々
勅

書
と
牌
子
を
授
け
た
と
い
い
、

あ
っ
た
と
い
う
。

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
も
そ
の
一
人
で

ζ

の
時
ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ

l
自
身
が
ア
ル
グ
ン

・
ア

カ
に
従
っ
て

モ
ン
ヶ
・
ヵ
l
ン
の
宮
廷
に
滞
在
中
で
あ
っ
た
。
ア
ル

グ
ン

・
ア
カ
が
モ
ン
ケ
・
ヵ
l
ン
の
宮
廷
に
到
着
し
た
の
は
、
即
位

式
(一

一
一
五
一
年
J

か
ら
十
カ
月
妥
の
一
二
五
二
年
五
月
二
日
、
任
地

r

七
月
一
日
」

に
向
っ
て
出
聾
し
た
の
は
、
同
年
十
一
月
二
十
四
日
又
は
翌
年
の
入

制

l
九
月
の
ζ

と
で
あ
る
。
従
っ
て

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
等
が
勅
書
を

得
た
の
も
、

こ
の
期
間
中
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ

l

が
マ
リ
ク

・
シ
ヤ
ム
ス
の
先
代
ル
ク
ン

・
ア

ル
・
デ
ィ

i
ン
に
援
け

ら
れ
た
勅
書
を
親
し
く
見
る
ζ

と
が
で
き
た
の
も
ζ

の
滞
在
中
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
彼
が
友
人
に
勘
め
ら
れ
て
「
世
界
征
服
者
の

歴
史
」
の
執
筆
を
思
い
立
っ
た
の
も
ζ

の
時
の
と
と
で
あ
る
。

フ
ィ

l
は、

サ
イ

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
が
蒙
古
に
到
着
し
、
勅
書
を
得
、

鯖
途
に
就
い
た
の
を

す
べ
て
一
二
四
七
l
八
年
(
〉
・
国
・
宮
町
)

の
こ
と
と
し
て
い
る
が

モ
ン
ケ
が
即
位
以
前
に
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム

ス
に
勅
書
を
授
け
た
と
は
考
え
ら
れ
ぬ
。
従
っ
て

ζ
の
年
代
以
後

の
サ
イ
フ
ィ

l
の
記
事
は
、

約
二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
ず
れ
を
生

じ
、
取
扱
に
注
意
を
要
す
る
。
遇
設
が
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
の
即
位



を
〉
・
出
・

0
8
年
と
す
る
の
も
訂
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
モ
ン
ケ
・
カ
l
γ

か
ら
援
げ
ら
れ
た
勅
書

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
範
園
の
地
域
に
統
治
権
を
行
使
す
る
ζ

と
を

許
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
-
一
ー
が

「
へ
ラ

l
ト

ー
ス
タ
ン
・

パ
ル
フ
及
び
イ
ン
ド
の
境
に
至
る
ま
で
の
全
占
領
地
」

と
い
い
、
ヴ
ア
ツ
サ

l
フ
が
「
へ
ラ

l
ト
、

-7ム
ル

i
ズ

(Uμ

帥

倒
)
及
び
そ
の
附
近
の
語
町
村
」
と
い
っ
て
い
る
慮
か
ら
、
略
今
日
の

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

γ
全
域
が

彼
に
委
ね
ら
れ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
よ

ぅ。

サ
イ
フ

ィ
l
は
マ
リ

ク
・
シ
ャ
ム
ス
に
委
ね
ら
れ
た
地
域
を
次

帥

の
よ
う
に
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

「
へ
ラ
l
ト
市

(
ω
z
r
z
白
血
品
乙
と
そ
の
附
属
地

l
ジ
ャ

l
ム

(』削
H
H
M

〉
、
パ

l
ハ
ル
ズ

(
切削
F
r
R
N
)
、

ク

l
ス
l
エ

(
関
口
回
目
可
国
)
、

ジ
ヤ
ヴ
ゼ
(
』
白
N
N
同
一)、

ブ

(
同
N
凶

σ〉、
ト
ゥ

1
ラ
ク

(
H
，巳
色
内
)、

フ
l
シ
ャ
ン
ジ
ユ
(
明
白
田
}
話
口
〕
)
、

ア

l
ザ

I

グ

l
ル

(
の
}
M
O
M
-

一)、〔

ハ
イ

フ
ィ
l
ル
l
ズ
ク
l
フ
(
司
可
o
v
rロ「)、

ガ
ル
チ
ス
タ
ン
(
の
}
戸
曲
目

r
u
gロ
)、

サ

l
ル
(
閃
F
31印
刷
H
)
〕
、

ム
ル
ガ

1
ブ

(
Y
F
M
H
m
y帥
σ)、
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フ
ァ
ー
ル
ヤ
l
ブ
(
司
副
吋
可
mHrH

ム
川
(
同
σム
〉
5
0可
)
ま
で
、
イ
ス
フ
ィ
ザ
l
ル

(
r
b
N
削円
〉、

ア
ラ

l
フ
(
司
白
同
・
削
「
〉
、
シ
ジ
ス
タ
ン

(
ω
c
u
gロ
〉
、
テ
ギ
ナ
バ
，l
ド

マ
ル
チ
ャ
ク
(
冨

R
n
E
A〉
、

(、
吋担問山口同
-u
同門同)、

カ
ー
ブ
ル
(
開
削
げ
巳
)
、
テ
ィ

1
ラ
l
フ
(
、同町間ゲ)、

プ
シ
一
テ
イ
ス
タ
ン
(
H
M

ロ
臼
町
立
与
削
ロ
〉
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

(
〉
f
r
p

シ

目
的
広
口
〉
、
イ
ン
ダ
ス
河
岸

(
ω
E平
山

ω
5
6

(旬
包
仏
ム
出
吉
円
山
〉

ま
で
」
。

と

イ

ン

ド

の

境

と
れ
ら
の
地
名
は
へ
ラ

l
ト
を
中
心
に
略
交
通
路
に
従
ワ
て
列
島
争

さ
れ
て
お
り
、
あ
る
も
の
は
町
の
名
で
あ
ち
、
あ
る
も
の
は
地
域
の

名
で
あ
る
。
今
日
の
地
理
と
考
え
合
わ
せ
て
夫
々
の
位
置
の
比
定
を

試
み
て
み
よ
う
。
ヘ
ラ
l
ト
市
、
ト
ゥ

l
ラ
ク
(
ト
和
↓

uω
開)、

ア
ム
川
、
フ
ア
ラ

l
フ
{
ヘ
ラ
l
ト
の
南
て

カ

l
ブ
ル
、イ

ン
ダ
ス
川、

F

方
約
二
二
O
粁」

イ
ン
ド
に
就
い
て
は
問
題
は
な
い
。
ジ

ャ
1
ム
は
北
流

へ
ラ

l
ト
川

-45-

ア

そ
の
中
心
は
プ

l
チ
ュ
カ
l

y
で
、
こ
の
町
は
現
在
の
ト
ル
パ
ト

・
イ
・

ジ
ャ

l
ム
(
か一昨
日むか

約
一
九

J
Z

帥

O
粁
)
に
首
る
ハ

l

ハ
ル
ズ
は
ジ
ャ

l
ム
の
南
の
渓
谷
で
、
そ
の

中
心
の
町
は
マ
lJリ
l
ン
と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
は
現
在
の
シ

ャ
フ
ル

「トレ

ミ
ト
-
イ
・

ジ
ャ
l
J

同

・
イ
・

ナ
ウ

{ム

か
匹
南
方
約
四
O
粁

)
に
比
定
さ
れ
る
。
ク
l
ス
l

エ
は
、
マ

l
リ
l
γ
と
次
に
述
べ
る
フ

l
シ
ャ
ン
ジ
ュ
と
の
中
程
に

同

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
正
確
な
位
置
は
未
詳
で
あ
る
。
ジ

同

ヤ
ッ
ゼ
に
就
い
て
は
讃
み
方
も
買
は
明
か
で
な
く
、
そ
の
位
置
も
分

サ
ィ
フ
ィ
l
の
警
の
他
の
箇
所
で
も
ク

l
ス
l
エ

と
フ

に
注
ぐ
ジ

ャ
I
ム
川
の
流
域
を
い
い
、

フ

ら
な
い
が
、
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首都• 

ー
シ
ャ
ン
ジ
ュ

の
聞
に
そ
の
名
が
翠
げ
ら
れ
て
い
る
の

で

位
置
は
こ
の
二
つ

の
町
の
中
程
に
求
め
ら
れ
よ

〉円ノ。

フ
l
シ
ャ
ン
ジ
A

は
へ

ラ
l
ト
の
西
方
一
日
程
の

へ
ラ
l
ト
川
の
南
岸
に
あ
っ
た
。
現
在
の
グ
リ

同

ヤ
ン

に
嘗
ふ
。
衣
の
ア

l
ザ
l
ブ
の
位
置
は
未
詳
。

地
で

J、、

ラ
l
ト
と
ト
ゥ
l
ラ
ク

の
聞
に
求
め
ら
れ
ょ
う
か
。

グ

ー
ル
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
今
日
の
ハ

ザ
1
リ
ス
タ

ン
を
指
す
。

フ
ィ

l
ル
1
ズ
ク
l
フ
は
グ
l
ル
朝
の
首

都
で
あ
っ
た
が

そ
の
的
確
な
位
置
を
一
示
す
史
料
は
な

一46ー

ハ
ザ
l
リ
ス
タ
ン
の
中
心
タ
イ
ワ
ラ
が
そ
れ
に
首

同

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し、

マ
リ
ク

・
ジ
ャ
ム
ス
の
父
租

停
来
の
居
城
ハ
イ
サ

l
ル
に
就
い
て

ハ
ワ

l
ス
は

タ

イ
ワ

フ

の
東
北
方
の
域
祉チ
』こヤ

比プ
定 ・
し帥ダ

フ

町内
W
H

ユ2
の
「
旗
行
記
」
に
よ
っ
て

ン
の
山
麓、

シ
ュ
プ
ラ
l
数
援
は
「
へ
ラ
l
ト
の
東
南
方
約
二

O
O

粁
」
に
あ
り
と
言
っ
て
い
旬
。
百
高
分
の
一
縮
尺
の
英

空
軍
地
園
を
み
る
と

N
R巳
の
西
南
約
二

O
粁
の
地

貼
に

O
色
白
供
与

o
g
g円
(
糊
縦
一
話
賊
什
猷
何
)
と
い
う

地
名
が
見
出
さ
れ
る
。

N
R
E
は
京
都
大
事
の
岩
村
忍



教
授
等
が
稀
代
の
珍
本

N
町
巳
冨

g
gロ
H-1
を
得
ら
れ
た
村
で
あ

る
。
私
は
こ
の

O
色
白
日
域
牡
こ
そ
ク
ル
ト
家
の
居
城
ハ
イ
サ

i
ル

に
相
違
な
い
と
考
え
る
。
ガ
ル
チ
ス
タ

γ
は
ム
ル
ガ
l
ブ
川
上
流
域

同

を
指
す
。
今
日
で
は
ζ

の
地
方
を
フ
ィ

1
ル
l
ズ
ク
l
フ
と
呼
ぶ
。

ム
ル
ガ
l
ブ
は
パ
ロ
パ
ミ
ソ
ス
山
脈
に
霊
源
し
て
北
流
し
、

の
北
方
で
カ
ラ
ク
ム
砂
漠
に
消
失
し
て
い
る
内
陸
川
に
他
な
ら
な
い

メ
ル
ヴ

が
、
地
名
と
し
て
は
、
パ
ー
ラ
ー
・
ム
ル
ガ

l
プ
を
指
す
も
の
と
考

同

「

小

メ

ル

J

え
ら
れ
る
。
マ
ル
チ
ャ
ク
{
ヴ
の
意
)
は
パ
ー
ラ
ー
・
ム
ル
ガ
l
プ
か

ら
ム
ル
ガ

l
ブ
川
に
治
っ
て
下
る
こ
と
約
三
五
粁
の
地
貼
に
あ
る
。

フ
ァ
ー
ル
ヤ
l
ブ
は
ジ
ュ
l
ズ
ジ
ャ
ー
ン
地
方
の
中
心
地
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
カ
イ
サ
ル
川
東
支
流
に
臨
む
ダ
ウ
ラ
タ

1
バ
l
ド
に
比

同

定
さ
れ
る
ρ

イ
ス
フ
ィ
ザ
l
ル
は
ア
ス
フ
ザ
l
ル
と
も
呼
ば
れ
、
ヘ

ラ
l
ト
の
南
、
ア
ド
ラ
ス
カ
ン
ド
川
の
昨
り
に
位
置
し
、
今
日
で
は

同

サ
プ
ザ
ヴ
ァ
l
ル
と
い
う
。

シ
ジ
ス
タ
ン
は
シ
l
ス
タ
ン
の
ζ

と

ヒ
ル
マ
ン
ド
川
中
・
下
流
を
指
す
。
そ
の
首
府
は
ヒ
ル
マ
ン
ド

帥

湖
東
岸
の
ザ
ラ
ン
ジ
ュ
で
あ
っ
た
。

で

シ
ー
ス
タ
ン
は
ニ

l
ム
ル
ー
ズ

と
も
呼
ば
れ
た
が

ヒ
ル
マ
ン
ド
川
中
・
下
流
域
は
ガ
ル
ム
シ

l
ル
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と
も
い
わ
れ
た
。
テ
ギ
ナ
バ

l
ド
は
今
日
の
カ
ン
ダ
ハ
ル
に
比
定
さ

れ
旬
。
テ
ィ
l
ラ
l
フ
は
ベ
シ
ャ
ヴ
ァ
ル
の
南
の
山
地
帯
を
指
判
。

プ
シ
ュ
テ
ィ
ス
タ
ン
ほ
、
サ
イ
フ
ィ

1
の
テ
キ
ス
ト
に
切

ω叶
ω叶
〉

Z

と
綴
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ュ
ヴ
ァ
ィ
・
ニ
i
は
テ
ィ
l
ラ
l
フ
と
並
べ
て

ωω
叶
同
(
叉
は

HVω
叶
国
)
と
い
う
地
名
を
掌
げ
て
い
旬
。
切

ω叶
ω'

叶
〉

Z
は

-
M
5
Z
2
3
1
.フ
シ
ュ
ト
人
}
と
讃
ま
る
べ
き
で
、
回

ω叶
国

r

の
住
地
の
意
」

も
ζ

れ
に
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

8

ア
フ
ガ
エ
タ
ン
。

は
サ
イ
フ
ィ
l
の
「
へ
ラ
l
ト
史
記
」
に
始
め
て
現
わ
れ
、

「
ア
フ

ガ
ン
人
の
住
地
」

の
意
で
あ
る
。

ア
フ
ガ

γ
人
は
早
く
か
ら
ス
レ
イ

帥

マ
ン
山
脈
方
面
に
住
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ザ
イ
フ
ィ

I
は
テ

ギ
ナ
パ

l
ド
(
札
結
万
)
の
南
方
一
帯
、
特
に
マ
ス
ト
ゥ
ン
グ
を
中

心
と
す
る
地
域
を
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
9

と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
あ

-47-

る
。
な
お
ア
フ
ガ
ン
人
は
グ

l
ル
人
と
明
確
に
直
別
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
こ
れ
ら
の
地
名
を
交
通
地
理
の
上
か
ら
考
え
て
み
る
と
、

ヘ
ラ

西
北
は
へ
ラ

l
ト
川
を
下
っ
て
ジ
ャ

l
ム
に
至

り
、
東
は
へ
ラ
l
ト
川
を
湖
り
、
一
方
は
グ
!
ル
の
地
を
経
て
ガ
ズ

ー
ト
を
起
貼
に

ナ
に
至
り

一
方
は
ガ
ル
チ
ス
タ
ン
に
遁
じ
、
東
北
は
ム
ル
ガ

1
プ

川
か
ら
ア
ム

川
に
達
し
、
南
は
シ

1
ス
タ
ン
に
至
り
、
更
に
カ
ン
ダ

ハ
ル
か
ら
一
方
は
南
し
て
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
e

に
向
い
、

一
方
は

カ

1
.
フ
ル
に
達
す
る
。
と
れ
ら
の
交
通
線
を
延
長
す
れ
ば
、
中
園
、

中
央
ア
ジ
ア
か
ら
イ
ラ
ン
に
遁
ず
る
東
西
交
通
の
幹
線
、
南
ロ
シ
ア



168 

と
イ
ン
ド
と
を
結
ぶ
南
北
の
幹
線
に
つ
な
が
り
、
然
も

マ
リ
ク
・
シ

ヤ
ム
ス

に
援
け
ら
れ
た
地
域
で
、
こ
の
雨
幹
線
が
交
叉
し
て
い
る
ζ

と
が
分
る
。
こ
こ
に
見
出
さ
れ
る
地
域
は、

略
今
日
の
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン

の
全
土
を
蔽
い
、
東
北
方
面
の
境
界
は
明
か
で
な
い
が
、
西
と

南
に
於
い
て
夫
々
今
日
の
イ
ラ
ン
と
パ

キ
ス
タ
ン

に
は
み
出
し
て

い

る
慶
大
な
範
囲
で
あ
り

そ
れ
は
ま
さ
に
グ

l
ル
朝
の
奮
領
土
に
相

首
す
る
。

乙
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、

'マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス

に

奥
え
ら
れ
た
の
は
へ
ラ
l
ト
市
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
地
域
は

へ
ラ

ー
ト
市
の
附
属
地
と
し
て
で
あ
っ
た
ζ

と
で
あ
る
。同

イ
ラ
ン
人
で
あ
っ
て
、
後
の
ア
フ
ガ
ン

グ
l
ル
人
は
若

干
の
方
言
の
差
こ
そ
あ
れ
、

人
と
は
匝
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
然
し
中
世
の
イ
ス
ラ
ム
地
理
家

た
ち
は
グ
l
ル
の
地
と
ホ
ラ
サ
ン
州
の
へ

ラ
l
ト
市
と
の
地
理
的
匿

分
を
明
確
に
し
て
お
り
、
雨
者
の
何
れ
か
一
方
を
他
方
に
属
せ

L
め

グ
l
ル
は
、
ャ

I
ク
l
ト
が

「
へ
ラ
l
ト
と
ガ
ズ
ナ

悼

の
聞
の
地
」
と
い
う
よ
う
に
、

て
ま
、
五
、

。

可ー、
l
v

、ν
必/、
U

ヘ
ラ

l
ト
の
東
及
び
東
南
、

ガ
ル
チ

スス
タタ

ンン
にの
首南
る帥の

"'"' 
フ

ト

J 11 
上
流
域
を
指
し

略
今
日
の
ハ
ザ

l
リ

フ
ィ

l
ル
l
ズ
ク
l
フ
を
首
都
と
し
た
グ
l
ル
朝

は
一
一
七
五

l
六
年
(
〉
・出・

ω
ロ)
へ
ラ
l
ト
を
占
領
し
た
が

一
二
O
六
年
に
は
こ
れ
を
ホ
ラ
ズ
ム
シ
ャ

l
朝
に
奪
わ
れ
た
。

ホ
ラ

ズ
ム
シ
ャ

l
朝
に
お
い
て
も
へ
ラ

l
ト
市
は
ホ
ラ
サ
ン
州
に
属
し
、

グ
l
ル
の
地
と
行
政
直
分
を
異
に
し
た
。
今
や
モ
ン
ヶ

・
カ
l
ン
の

勅
警
に
よ
っ
て

グ
l
ル
の
ハ
イ
サ

l
ル
城
主
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス

に
へ
ラ
l
ト
市
が
輿
え
ら
れ

ヘ
ラ

l
ト
市
が
ク
ル
ト
政
権
の
首
都

と
な
っ
た
こ
と
は
、
グ
l
ル
人
が
ホ
ラ
サ
ン
州
に
進
出
し
、
彼
等
が

イ
ラ
ン
文
化
の
措
首
者
の
役
割
を
演
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
と
と
を
意

味
し

乙
の
後
の
へ
ラ
l
ト
の
歴
史
の
展
開
に
大
き
な
意
義
を
有
す

る
ζ

と
に
な
っ
た
。
こ
ζ

で
我
々

は
グ

l
ル
人
シ
ャ
ム
ス
・
マ
リ
ク

- 48-

の
運
命
を
へ
ラ

l
ト
の
歴
史
に
結
び
つ
け
た

モ
ン
ゴ
ル
人
の
政
策
に

就
い
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス

の
出
現
以

前
に
へ

ラ
l
ト
市
は
モ
ン
ゴ
ル
人
と

ど
の
よ
う
な

閥
係
に
あ
っ
た

力、

二
ご
二
年
春
、

ヘ
ラ
l
ト
は
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
第
四
王
子
ト

ル
イ
の
指
揮
す
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
に
よ
っ
て
、
交
戦
七
日
の
後
に
開
城

し
畑
。
乙
の
時
の
へ
ラ

l
ト
市
民
の
損
害
は
割
合
軽
微
で
あ
っ
た
。

然
る
に
同
年
末
へ
ラ

l
ト
人
は
ト
ル
イ
が
任
命
し
た
知
事
ア
プ
l
・

パ
ク
ル

・
マ
ル
ジ
ャ
キ

l
、
司
政
官
マ
ン
グ
タ
イ
を
殺
害
し
て
叛
い

た
た
め
、
第
二
王
子
オ
ゴ
タ
イ
に
よ
っ
て
汲
達
さ
れ
た
エ
ル
チ
ギ
デ



イ
・
ノ
ヤ
ン
の
六
カ
月
半
に
及
ぶ
包
囲
攻
撃
を
受
け
た
。
彼
の
へ
ラ

ー
ト
市
破
壊
は
徹
底
的
で
あ
り
、

町
と
な
っ
た
。

ヘ
ラ
l
ト
は
全
く
見
棄
て
ら
れ
た

モ
ン
ゴ
ル
軍
は
へ
ヲ
l
ト
を
始
め
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

γ
の
諸
城
市
を
次
々
と
破
壊
し
た
が

ζ

れ
は
一
つ
に
は
土
着
グ
1

ル
人
と
ホ
ラ
ズ
ム
軍
と
の
聞
に
全
き
協
調
が
望
み
得
な
か
っ
た
た
め

で
あ
る
。
前
に
言
及
し
た
よ
う
に

ホ
ラ
ズ
ム
シ
ャ
l
・
ム
ハ
ン
マ

ド
が
へ
ラ
l
ト
に
入
城
し
た
の
は
一
一
一

O
六
年
末
の
こ
と
で
あ
り
、

グ
l
ル
朝
の
全
領
土
を
奪
っ
た
の
は
三
二
五
年
の
こ
と
で
あ
っ

た

モ
ン
ゴ
ル
軍
の
侵
入
時
、

ホ
ラ
ズ
ム
シ
ャ

l
の
権
威
は
こ
の
地

方
で
確
立
し
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
考
え
て
み
る
と

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
ト
ラ
ン
ス
オ
グ
ザ
ニ
ア
作
載
は
大
成
功
で
、
掌

を
指
す
が
如
く
に
地
理
を
諸
ん
じ

ボ
ハ
ラ

サ
マ
ル
カ
ン
ド
南
市

を
立
ち
所
に
占
領
し
た
。
ア
ム
川
以
南
の
イ
ラ
ン
及
び
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
に
於
け
る
作
戦
は
様
相
を
異
に
し
、
目
ざ
す
ホ
ラ
ズ
ム
シ
ャ
l

-
ム
ハ
ン
マ
ド
、

ジ
ャ
ラ
l
ル
・
ア
ル
・
デ
ィ

l
ン
父
子
を
途
に
捕

捉
し
得
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
は
、

ボ
ハ
ラ
、

サ
マ
ル
カ
ン
ド
、が

容
易
に
復
興
し
、
以
前
に
も
増
す
繁
祭
を
遂
げ
た
の
に
、

州
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
諸
都
市
は
モ
ン
ゴ
ル
箪
の
無
差
別
攻
撃
で

ホ
ラ
サ
ン
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甚
し
く
荒
麗
し
、
パ
ル
フ
の
如
き
は
今
日
も
な
お
鹿
埠
の
ま
ま
で
あ

る
。
チ

γ
ギ
ス
・
カ
ン
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

γ
の
諸
城
市
を
破
壊
す
る

の
み
で

確
た
る
作
戦
計
董
も
占
領
政
策
も
持
た
な
か
っ
た
と
と

は
、
却
っ
て
グ

1
ル
人
を
し
て
ホ
ラ
ズ
ム
シ
ャ

1
朝
支
配
の
荏
桔
を

脱
し
、
彼
等
に
復
興
す
べ
き
飴
裕
を
興
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

エ
ル
チ
ギ
デ
イ

・
ノ
ヤ
ン

の
軍
が
へ
ラ
l
ト
で
殺
裁

・
掠
奪
を
撞

に
し
て
い
た
問
、
近
く
の
険
岨
な
山
中
に
難
を
避
け
て
い
た
者
が
十

六
人
い
た
。
彼
等
は
モ
ン
ゴ
ル
箪
が
立
ち
去
っ
た
の
を
確
め
る
と
、

山
を
下
り
て
鹿
嘘
と
化
し
た
へ
ラ
l
ト
市
に
踊
っ
て
き
た
。

ー
ト
史
記
」

の
著
者
サ
イ
フ
ィ
ー
は
こ
の
十
六
人
衆
全
部
の
名
前
・を

撃
げ
て
い
旬
。
彼
等
の
経
麗
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
の
名
前
か
ら

「へ-フ

-49-

推
し
て
へ
ラ
l
ト
の
中
以
下
の
、

む
し
ろ
下
層
の
階
級
の
工
匠
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
指
導
者
に
は
設
教
師
シ
ャ
ラ
フ
・
ア
ル

・
デ
ィ

l
ン
が
選
ば
れ
た
。
然
し
ζ

の
千
六
人
衆
は
殆
ん
ど
掠
奪
圏

ヘ
ラ
l
ト
の
復
興
作
業
に
着
手
し

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て

た
と
い
う
謹
接
は
な
い
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
話
が
停
え
ら
れ
て
い

同る。

モ
ン
ゴ
ル
軍
が
各
地
の
倉
庫
を
す
べ
て
燐
き
梯
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
三
年
目
に
な
っ
て
も
食
糧
は
無
く
、
十
六
人
衆
の
一
味
は
エ
ジ

プ
ト
か
ら
中
園
に
向
う
隊
商
を
ケ
ル
マ
ソ
の
野
で
襲
撃
し
て
、
五
十

人
ば
か
り
の
商
人
を
殺
し
た
。
掠
奪
品
の
分
配
は
一
入
賞
り
、
砂
糖
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五
荷
と
絹
織
物

一
荷。

シ
ャ
ラ
フ

・
ア
ル

・
デ

ィ
l

ン
等
は
こ
の
年

始
め
て
砂
糖
を
嘗
め
て
元
気
を
つ
け
た
。

ヘ
ラ

l
ト
人
は
彼
等
を

「
砂
糖
を
嘗
め
る
人
た
ち
」
と
呼
ん
で
後
ん
で
ま
で
記
憶
し
て
い
た

こ
の
物
語
か
ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に

へ
ラ
l
ト
の
復
興
は
未
だ
全

く
緒
に
就
か
な
か
っ
た
。

ヘ
ラ

l
ト
の
本
絡
的
な
復
興
が
始
ま
る
の
は
、

壊
さ
れ
て
か
ら
十
五
年
後
の
一
二
三
六
l
七
年
(
〉
・

出・

8
6
の

と
と
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、

モ
ン
ゴ
ル
軍
に
破

ヘ
ラ

l
ト
復
興
が
モ
ン
ゴ
ル
の
中

央
政
府
で
議
せ
ら
れ
、

そ
の
統
治
政
策
の
一
環
と
し
て
貰
施
さ
れ
る

に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ト
ル
イ
が
へ
ラ
l

ト
を
攻
撃
し
た
際
、

日
目
に
イ
ズ

・
ア
ル

・
デ
ィ

l
ン
な
る
者
が
二
百
人
の
織
物
工
に
各

々
高
値
な
織
物
十
反
を
持
た
せ
て
降
っ
て
来
た
。
ト
ル
イ
は
彼
等
を

連
れ
踊
っ
て
、
天
山
山
脈
東
端
の
ピ
シ
ュ
パ
リ
ク
に
住
ま
わ
せ

こ
に
工
場
を
建
て
て
織
物
を
作
ら
せ
た
。
戸
数
千
。

オ
ゴ
タ
イ

・
カ

ー
ン
は
こ
の
織
物
工
の
長
イ
ズ

・
ア

ル
・
デ

ィ
!
ン
を
へ
ラ

l
ト
知

事
に
任
命
し
、
百
戸
を
連
れ
て
蹄
還
さ
せ
、

刷

努
力
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
オ
ゴ
タ
イ
が
イ
ラ
ン
商
人
の
活
躍
に
多

へ
ラ
l
ト
市
の
復
興
に

大
の
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
、
ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ

l
の
侍
え
る
数

同

々
の
逸
話
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、
彼
が
へ
ラ

l
ト
の
織
物
に
食
指
を

動
か
し
た
こ
と
は
首
然
で
あ
ろ
う
。
然
し
へ
ラ

l
ト
市
復
興
に
は
反

謝
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
も
い
た
。
オ
ゴ
タ
イ
が
こ
れ
を
抑
え
て

ホ
ラ

サ
ン
の
諸
都
市
の
う
ち
で
特
に
へ
ラ

l
ト
の
復
興
を
命
ず
る
に
至
つ

た
の
は

こ
の
よ
う
な
経
済
的
な
理
由
ば
か
り
で
は
あ
る
ま
い

グ

ー
ル
人
討
伐
に
嘗
っ
た
の
は
オ
ゴ
タ
イ
自
身
で
あ
り

ヘ
ラ
!
ト
を

破
嬢
し
た
の
は
彼
の
部
将
エ
ル
チ
ギ
デ
イ

・
ノ
ヤ
ン
で
あ
る
。
オ
コ

タ
イ
は
ヘ
ラ

l
ト
の
地
理
を
よ
く
知
っ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
中
央

ア
ジ
ア
よ
り
イ
ラ
ン
に
進
む
に
も
、
イ
ン
ド
に
入
る
に
も
先
ず
へ
ラ

ー
ト
を
基
地
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

チ
三
ル
マ
グ

l
ン
宮
西
北
イ

nu 

p
h
u
 

乙

ラ
ン
に
波
遺
し
て
ジ
ャ
ラ
l
ル
・
ア

ル
・
デ

ィ
l
ン
を
討
滅
さ
せ
た

こ
と

(一

位一一一
)
、
ダ
イ

ル
・
パ
1
ト
ル
を
し
て
ラ
ホ
l
ル
方
面
に
侵

入
さ
せ
た
こ
と
(
l

正
日
八
)
は
、
ヘ
ラ

l
ト
の
復
興
計
責
と
無
関
係

で
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
占
領
地
に
封
す
る
彼
の
全
般
的
な
政
策
が
箪

事
占
領
か
ら
恒
久
的
な
統
治
を
目
ざ
す
も
の
と
襲
っ
た
こ
と
も
注
意

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
二
三
五
年
の
園
舎
で
官
制
が
整
備
さ
れ
た

が
、
丁
度
こ
の
頃
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
帝
園
の
直
轄
領
は
北
支
那
、
中
央

ア
ジ
ア
、
イ
ラ
ン
の
三
大
行
政
府
に
分
け
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
ヘ
ラ

l

ト
は
イ
ラ
ン
の
行
政
を
摺
嘗
し
た
ホ
ラ
サ
ン
総
督
の
管
轄
下
に
入

っ
た



一二

三
七
l
八
年
(
〉
・
戸

8
3
イ
ズ
・
ア

ル
・
デ
ィ
l
ン
は

オ
ゴ
タ
イ

・
カ
l
ン
の
勅
書
を
奉
じ
、
織
物
工
た
ち
を
伴
な
っ
て
へ

ラ
l
ト
に
踊
還
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
と
こ
に
頑
張
っ
て

い
た
シ
ャ

ラ

フ
・
ア

ル
・
デ
ィ

l
ン
を
長
と
す
る
、
か
の
十
六
人
衆
と
協
力
し
て

運
河
を
掘
り
、
小
委
を
蒔
き
、
棉
花
の
栽
培
を
な
し
た
。
翌
年
イ
ズ

・
ア

ル
・
デ
ィ

l
ン
は
オ
ゴ
タ
イ
の
宮
廷
に
赴
い
て
己
の
家
族
の
残

っ
て
い
る
者
を
連
れ
鯖
ら
ん
こ
と
を
乞
う
て
許
さ
れ
、

百
戸
を
伶
な

っ
て
蹄
途
に
就
い
た
が
、
道
中
で
病
問
混
じ
た
。

オ
ゴ
タ
イ
は
彼
の
子

ア
ミ
l
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド
を
改
め
て
へ
ラ
l
ト
知
事
に
任
じ
、

ウ

イ

グ
ル
語
に
通
じ
た
カ
ル
ル
グ
な
る
者
を
司
政
官
に
任
じ
た
。

一
一

九
l
四
O
年

(
〉
・
出
・

8
3
ア
ミ

l
ル
・
ム
ハ
ン

マ
ド

り
レ
レ

3
ノ

ノ

グ
の
一
行
は
へ
ラ
l
ト
に
到
着
し
、
復
興
事
業
に
着
手
し
た
。
パ
ン

屋
、
料
理
屋
、
肉
屋
、
鍛
冶
屋
、
八
百
屋
、
奥
服
屋
、
大
工
と
い
う
七

軒
の
庖
舗
が
郊
外
に
で
き
た
。
カ
ル
ル
グ
は
へ
ラ
l
ト
臆

(
ロ
Z
削ロム

同
日
山
む

を
設
け
、
徴
税
制
度
を
整
え
た
。

一
時
シ
ャ
ラ
フ
・
ア
ル
・
デ
ィ

l
ン
の
一
涯
と
意
見
が
衝
突

彼
の
政
治
は
か
な
り
巌

7
レ
メ¥、

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
然
し
カ
I
ン
や
パ
ト
・
カ
ン
の
慮
か
ら
は
へ

ラ
l
ト
へ
の
移
民
が
迭
ら
れ
、
運
河
の
修
復
も
進
捗
し
た
。
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こ
れ
よ
り
先
モ
ン
ゴ
ル
軍
が
へ
ラ
i
ト
市
北
方
の
カ
ル
ユ
ン
城
を

屠
っ
た
時
(
一
二
三
、
そ
の
地
方
の
富
人
の
子
に
十
歳
に
な
る
マ
ジ

F

二

年

}

レ

「
以
下
マ
リ
ク
・
三
工

5
皆
4

4

ド
・
ア
ル
・
デ
ィ

l
ン
・
カ
ル
ユ
ニ

T
(
ジ
ュ
ド
と
略
穣

)な
る
者

が
い
旬
。
ア
ル

ス
ラ
ン
と
い
う
モ
ン
ゴ
ル
の
将
軍
に
拾
わ
れ
、
蒙
古

に
連
れ
去
ら
れ
た
。
後
に
ア
ル
ス
ラ
ン
が

チ
ョ
ル
マ
グ
l
ン
の
も
と

こ
れ
に
陪
従
し
た
が
、
サ
ブ
ザ
ヴ
ァ

1
ル
に
達
し
た

時
、
同
地
に
い
た
親
戚
の
者
た
ち
に
よ
っ
て
二
千
デ
ィ
ナ
ー
ル
で
関

わ
れ
て
引
取
ら
れ
た
。
後
に

マ
リ
ク
・
マ
ジ

4

ド
は
へ
ラ
1
ト
復
興

に
使
し
た
時
、

の
様
子
を
聞
く
と
、
バ
ト

・
カ

ン
か
ら
カ
ル
ユ
ン
域
復
興
の
命
令
を

受
領
し
よ
う
と
決
心
し
た
。
ヴ
ォ
ル
ガ
河
昨
の
バ

ト
廷
に
遼
し
て
、

p
h
u
 

首
尾
よ
く
金
牌
二
を
得
る
と
、

ラ
サ

γ
線
督
コ
ル
グ
ズ
の
後
押
し
で
ヘ
ラ
l
ト
に
来
た
り
、

一
二
四

O
l
一
年
(
〉
・出
・

8
8ホ

「
私
は

カ
ル
ユ
ン
城
復
興
の
こ
と
で
パ
ト

・
カ
ン
の
も
と
に
赴
い
た
が
、
カ

ン
は
私
そ
へ
ラ

l
ト
知
事
に
任
じ
た
」
と
告
げ
へ
ラ

l
ト
に
居
据
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
自
ら
の
政
廉
を
設
け
、
や
が
て
ア
ミ

I
ル・

ム
ハ
ン
マ
ド
を
濁
断
で
罷
克
し
た
。
然
し
マ
リ
ク

・マ

ジ
ュ
ド
は
十

六
人
衆
の
頭
シ
ャ
ラ
フ
・
ア
ル
・
デ
ィ

l
ン
を
尊
敬
し
、
貧
民
の
賑

値
に
心
を
配
り
、
自
ら
運
河
掘
撃
の
シ
ャ
ベ
ル
を
揮
う
な
ど
人
心
の

枚
揖
に
努
め
た
の
で
、
彼
の
善
政
を
聞
き
停
え
て
ホ
ラ
サ
ン

の
各
地

か
ら
績
々
人
々
が
へ
ラ
l
ト
に
流
れ
と
ん
だ
。
ζ

の
年
人
口
調
査
を
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し
た
潟
、
老
若
曾
わ
せ
て
六
九

O
O人
あ
っ
た
。

マ
リ
ク

・
マ
ジ
」

ド
は
己
の
権
威
が
高
ま
る
と

モ
ン
ゴ
ル
の
諸
王
家
の
代
表
者
た
ち

に
も
巌
し
い
態
度
で
接
し
た
。

一
二
四
一

l
二
年
(
〉
・国
・

8
3

チ
ャ
ガ
タ
イ

・
ウ
ル
ス
の
主
エ
ス

・
モ
ン
ケ
の
勅
書
を
持
っ
て
シ
ャ

ラ
フ

・
ア
ル

・
デ
ィ

i
ン
・
ピ
チ
ク
チ
な
る
者
が
や
っ
て
く
る
と

そ
の
勅
書
を
奪
い

こ
の
者
を
し
て
空
し
く
へ
ラ
l
ト
を
去
ら
し
め

た。

一二

四
二
l
三
年
(
〉
・出・

2
0〉

か
ね
て
機
曾
を
窺
っ
て
ア

ミ
l
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド
と
カ
ル
ル
グ
と
は
、
新
し
い
ホ
ラ
サ
ン
綿
督

ア
ル
グ
ン

・
ア
カ
に
マ
リ
ク
・
マ
ジ
ュ
ド
の
こ
と
を
議
訴
し
た
。

ル
グ
ン

・
ア
カ
は
マ
リ
ク

・
マ
ジ
ュ
ド
を
捕
え
て
斬
っ
た
。

ヘ
ラ
l

ト
市
民
は
彼
の
死
を
悼
み
、
ア
ミ

1
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド
と
カ
ル
ル
グ

の
行
動
を
非
と
し
た
。

マ
リ
ク

・
マ
ジ
ュ
ド
の
子
シ
ャ
ム
ス

・
ア
ル

一
二
四
三
l
四
年
(
〉
・

出
・
定
同)

-
デ
ィ

l
γ
・
カ
ル
ユ

ニ
l
は

パ
ト

・
カ
ン
よ
り
父
の
後
纏
者
た
る
こ
と
の
承
認
を
得
、
勅
書
、
牌

子
、
御
衣
を
賜
わ
っ
て
へ

一フ
l
ト
に
戻
り

亡
父
の
奮
邸
に
入
つ

た
。
翌
年
彼
は
再
び
バ
ト

・
カ

ン
の
も
と
に
出
か
け
た
。
留
守
居
役

の
ト
ル
コ

人
傭
兵
隊
長
シ
ャ
ム
ス

・
ア
ル

・
デ
ィ

l
ン
・
ラ
チ
ン
は

彼
の
不
在
中
の
己
の
不
始
末
の
護
費
を
恐
れ
、

ヘ
ラ

l
ト
に
一
戻
っ
て

き
た
シ
ャ
ム
ス

・
ア
ル

・デ
ィ

l
ン
を
毒
殺
し
て
自
ら
は
逃
亡
し
た
。

一
二
三
六
|
七
年
に
オ
ゴ
タ
イ
・
カ
l
ン
の
復
興
命
令
が
出
さ
れ

て
か
ら
十
年
足
ら
ず
の
聞
に
へ
ラ
l
ト
市
で
は
人
口
が
増
し
、
生
活

輔

が
安
定
し
、
経
済
的
な
立
ち
直
り
が
見
ら
れ
た
。
と
れ
は
へ

ラ
l
ト

人
や
知
事
た
ち
の
努
力
の
成
果
で
あ
る
。
然
し

一
二
四
一
年
オ
ゴ
タ

イ

・
カ
l
ン
が
樹
ず
る
と

モ
ソ
ゴ
ル
帝
圏
内
の
政
情
は
漸
く
不
安

と
な
っ
た
。
そ
の
妃
ド
レ
ゲ
ネ
の
稽
制
時
代
、

グ
ユ
ク

・
カ
ン
亡
き

後
の
空
位
時
代
に
モ
ン
ゴ
ル
の
諸
王

・
貴
族
が
被
征
服
民
に
-
課
し
た

苛
数
訴
求
は
一
般
的
な
現
象
で
あ
っ
た
。

カ
l
ン
の
権
威
の
失
墜
は

ア

オ
ゴ
タ
イ
の
任
命
し
た
へ
ラ

l
ト
知
事
ア
ミ

I
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド

。L
F
h
J
V
 

が
、
パ
ト
の
任
命
し
た
知
事
マ
リ
ク

・
マ
ジ
4

ド
に
容
易
に
取
っ
て

代
ら
れ
た
と
と
に
如
貫
に
物
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
オ
ゴ
タ
イ

・
カ

ー
ン
の
任
命
し
た
司
政
官
カ
ル
ル
グ
が
、

マ
リ
ク

・
マ
ジ
ュ
、
ド

:ン

ヤ
ム
ス
父
子
に
封
し
て
従
属
的
な
地
位
に
甘
ん
じ
た
の
も
、
パ

ト

カ
ン
の
威
光
を
恐
れ
た
か
ら
に

他
な
ら
ぬ
。

元
来
モ
ン
ゴ
ル
人
に

は
、
財
産
は
一
族
共
有
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
あ
り
、

へ
一フ

ー
ト
に
就
い
て
も
カ
l
γ

の
み
な
ら
ず
各
ウ
ル
ス
の
、利

盆
代
表
者
が

そ
こ
に
常
駐
、
或
は
使
者
と
し
て
や
っ
て
来
た
。
特
に
バ
ト

・
カ
ン

は
、
ホ
ラ

サ
ン
の
初
代
線
督
チ
ン

・
テ
ム

l
ル
、
績
く

コ
ル
グ
ズ
が

何
れ
も
も
と
も
と
ジ
ュ
チ

・
ウ
ル
ス
に
仕
え
て
い
た
者
で
あ
っ
た
乙



と
か
ら
、

ホ
ラ
サ
ン
州
に
、
従
っ
て
ヘ
ラ
l
ト
市
に
封
し
て
強
い
護

幸
四
蛸
慣
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
少
年
時
代
を
蒙
古
で
過
し
た
マ
リ
ク

-
マ
ジ
ュ
ド
は
そ
の
聞
の
事
情
を
よ
く
緋
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

然
し
カ

l
ン
の
威
信
の
回
復
を
目
ざ
す
者
が
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
元
首

に
な
っ
た
時
、

と
の
よ
う
な
一
王
家
の
特
権
は
許
さ
れ
な
い
。

モ
ン
ヶ
・
カ
l
ン
は
オ
ゴ
タ
イ
の
残
落
後
、

動
と
も
す
れ
ば
弛
み

勝
ち
で
あ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
紀
綱
を
粛
正
し
、
組
業
を
繕
ぎ
、

皇
帝
の
威
信
を
挽
回
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
活
動
は

各
地
で
再
び
活
気
を
呈
し
て
き
た
。
イ
ラ
ン
方
面
の
経
営
に
就
い
て

は
ア
ル
グ
ン
・
ア
カ
よ
り
そ
の
地
の
貰
肢
を
具
に
聴
取
し
、
慎
重
な

政
策
を
練
り
、
イ
ラ
ン
の
土
着
諸
侯
の
所
領
を
安
堵
し
た
。
と
れ
は

来
る
べ
き
フ
ラ
グ
の
西
征
の
下
準
備
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
モ
ン
ケ
は

イ
シ
ド
方
面
の
征
服
を
計
重
し
て
い
た
。
彼
に
は

復
興
し
つ
つ
あ
っ
た
ヘ
ラ
l
ト
市
の
軍
事
的
政
治
的
重
要
性
は
自
明

カ
シ

ι

ミ

1
ル、

の
と
と
で
あ
っ
た
。

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
に
へ
ラ

1
ト
を
中
心
と
す

る
今
日
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

γ
の
地
の
統
治
権
を
委
ね
た
の
は
、

と
の

よ
う
な
事
情
の
も
と
に
於
い
て
で
あ
っ
た
。

マ
リ
ク
・
シ
ヤ
ム
ス
が
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モ
ン
ゴ
ル
の
慣
習
に
通
じ
、
先
代
以
来
モ

ν
ゴ
ル
軍
に
協
力
し
て
き

た
貫
績
は
モ

γ
ケ
の
心
象
を
好
く
し
た
と
と
で
あ
ろ
う
。
然
も
彼
が

グ
l
ル
貴
族
の
出
身
で
あ
る
乙
と
は

と
れ
ま
で
の
へ
ラ

I
ト
知
事

イ
ズ
・
ア
ル
・
デ
ィ

l
ン、

ア
ミ

l
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド
父
子
が
織
物

工
の
長
に
過
ぎ
ず
、

マ
リ
ク
・
マ
ジ
ュ
ド
、

シ
ャ
ム
ス
・
ア
ル
・

J

ア

ィ
l
ン
父
子
が
カ
ル
ユ
ン
域
の
富
人
の
出
で
あ
っ
た
と
と
に
比
べ
れ

ヘ
ラ
l
ト
を
中
心
と
す
る
グ

I
ル
朝
奮
領
土
を
統
べ
る
首
長
と
ー

ばし
て
遥
か
に
相
醸
し
い
人
物
と
考
え
ら
れ
た
に
相
違
な
い
。
な
お
ジ

ユ
ヴ
ァ
イ
ニ

l
が
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
も
ア
ル
グ
ン
・
ア
カ
の
障
行

者
の
一
人
で
あ
る
か
の
如
く
に
言
っ
て
い
る
の
は
正
し
く
な
い
が
、

マ
リ
ク
-
シ
ャ
ム
ス
は
嘗
然
総
督
ア
ル
グ
ン
-
ア
カ
|
元
史
(
さ

に
よ
っ
て
言
え
ば
阿
母
河
等
慮
行
尚
書
省
事
阿
見
海
||
の
管
轄
下
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に
入
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

乙
の
後
の
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
は
専
ら
モ

上
述
の
地
域
の
民
を
己
の
統
御

下
に
置
き
、
彼
等
を
モ
ン
ゴ
ル
の
権
威
に
服
せ
し
め
る
ζ

と
に
遁
進

ン
ケ
・
ヵ

l
ン
の
勅
書
を
奉
じ
て
、

し
た
の
で
あ
っ
た
。

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス

の
活
動

モ
ン
ヶ
・
カ
l
ン
在
世
中
の
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
の
主
な
る
活
動

~'j: 

ヘ
ラ

l
ト
木
城
、

シ
ー
ス

ヘ
ラ

l
ト
近
隣
の
諸
首
長
の
招
撫
、

タ
シ
出
兵
、

。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ク
作
戦
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
モ
ン
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ケ
の
勅
書
の
趣
旨
の
貫
現
で
あ
り
、
西
征
軍
を
率
い
て
イ
ラ
ン
に
来

た
フ
ラ
グ

・
カ
ン

へ
の
全
面
的
な
協
力
で
あ
っ
た
。
然
も
注
意
す
ベ

そ
の
聞
に
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
が
抜
く
べ
か
ら
ざ
る
勢
力
を

培
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
模
様
を
述
べ
て
み
よ
う
。

き
は
、マ

リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
モ
ン
ケ
よ
り
、
御
衣
、
金
牌
三
、
黄
金
・

資
石
を
鍛
め
た
帯
二
、
金
欄
九
、
銀
貨
三
千
デ
ィ
ナ
ー
ル
、

イ
ン
ド

の
剣
、

ハ
ッ
ト
の
槍
、
ー
フ
ァ
リ
l
ド
ゥ

l
ン
の
機
標
、
犀
利
な
短
剣

な
ど
の
恩
賜
品
を
得
、
新
た
に
司
政
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
ジ
ャ

l
フ
l

を
伶
い
な
っ
て
へ
ラ

l
ト
婦
還
の
途
に
就
い
た
。
ア
ム
川
を
渡
り
、
バ

ド
ギ
ス
に
来
て

ヘ
ラ
l
ト
市
に
は
入
ら
ず
に
フ

l
シ
ャ
ン
ジ
ュ
を

ι

経
て

ト
ゥ

1
ス
に
至
り

こ
こ
で
モ
ン
ケ
の
命
令
に
よ
っ
て
ア
ル
グ

ン
・
ア
カ
よ
り
五
高
デ
ィ
ナ
ー
ル
を
受
取
り

そ
の
後
へ
ラ
l
ト
に

向
っ
た
。
メ
シ
ェ
ッ
ド
ま
で
来
る
と
、
屈
強
の
者
二
十
人
を
選
ん
で

へ
ラ

l
ト
市
に
先
行
さ
せ

シ
ャ
ラ
フ
・
ア
ル

-
J
ア
!
γ
・
ピ
チ
ク

チ
を
逮
捕
さ
せ
た
。
彼
は
か
つ
て
エ
ス
・
モ
ン
ケ
の
勅
書
を
携
え
て

へ
ラ

l
ト
に
赴
き
、
嘗
時
の
知
事
マ
リ
ク
・
マ
ジ
ュ
ド
に
追
い
返
さ

れ
た
者
で
あ
る
が

こ
の
時
は
ア
ル
グ
ン
，・
ア
カ

の
徴
税
官
と
し
て

ヘ
ラ

1
ト
に
い
た
。

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
へ
ラ

l
ト
入
城
後
、

ャ
ラ
フ
・
ア
ル
・
デ
ィ

l
ン
・
ピ
チ
グ
チ
を
へ
ラ
l
ト
人
と
グ
ル

l

ク
人
と
に
封
す
る
訴
求
の
擦
で
杖
打
百
を
喰
わ
せ

つ
い
で
庭
刑
し

た
。
こ
れ
は
ア
ル
グ
ン

・
ア
カ

の
命
令
に
従
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ

つな
た闘し、
。 カミ

こ
の
巌
し
い
慮
置
は
へ
ラ
l
ト
人
を
驚
か
す
に
十
分
で
あ

へ
ラ

l
ト
で
は
、

マ
リ
ク
・
マ
ジ
ュ
ド
の
子
シ
ャ
ム
ス
・
ア
ル

デ
ィ

l
ン
亡
き
後
、
再
び
ア
ミ

l
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド

カ
ル
ル
グ

ニ
ザ

l
ム
・
ア
ル
・
デ
ィ

l
ン・

バ
ン
ダ
ヒ

ー
が
夫
々
知
事
・
司
政

官
・
徴
税
官
と
し
て
統
治
し
て
い
た
。

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
ジ
ャ

ー
ム

に
来
る
と

ア
ミ

l
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド

カ
ル
ル
グ
の
も
と
に
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使
者
を
還
り

己
の
へ
ラ

l
ト
入
城
を
出
迎
え
さ
せ
た
。
つ
い
で
モ

ン
ケ
の
勅
書
を
讃
み
聞
か
せ

こ
れ
に
服
す
べ
き
こ
と
を
誓
わ
せ

た
。
ア
ミ

1
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド
と
カ
ル
ル
グ
と
は
自
ら
安
ん
ぜ
ず
、

保
身
の
策
を
講
ぜ
ん
と
し
た
が

こ
の
謀
議
は
忽
ち
マ
リ
ク

・
シ
ャ

ム
ス
の
耳
に
入
っ
た
。
彼
は
ア
ミ

l
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド
を
捕
え
て
二

千
デ
ィ
ナ
ー
ル
を
取
上
げ
た
。

ヘ
ラ

i
ト
破
壊
の
際
モ
ン
ゴ

ま
た

ル
の
将
パ
イ
ナ
ル
は
圏
の
中
に
逃
げ
こ
ん
だ
者
千
人
を
助
命
し
た

が
、
彼
等
は

「
圏
の
人
(
冨

J
S」
と
呼
ば
れ
て
代
々
克
租
の
特
権

シ

を
認
め
ら
れ
て
き
た
。

た
。
司
政
官
カ
ル
ル
グ
は

「
私
が
と
の
町
に
来
た
頃
、

ζ

と
に
は
百

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
乙
の
特
権
を
剥
奪
し



人
と
は
い
な
か
っ
た
。
今
日
ま
で
努
力
し
多
く
の
苦
勢
を
重
ね
た
の

で
、
こ
の
よ
う
に
民
が
集
ま
っ
て
き
た
。
貴
下
は
こ
れ
ら
の
人
々
を

殺
し
た
り
、
打
っ
た
り
、
罰
金
を
科
し
た
り
し
て
四
散
さ
せ
よ
う
と

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
使
者
を
モ
ン

す
る
の
か
」
と
抗
議
し
た
が

ケ
の
も
と
に
遣
わ
し
て
、

カ
ル
ル
グ
が
老
い
て
飲
酒
に
耽
る
の
み
で

、あ
る
と
告
げ
、
新
し
い
司
政
官
の
源
遣
を
要
請
し
た
。
彼
は
と
の
よ

う
な
高
霊
的
な
態
度
で
ア
ミ

l
ル
・
ム
ハ

γ
マ
ド
と
カ
ル
ル
グ
の
支

配
盤
制
を
一
一
挙
に
覆
え
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
ア
ミ

l
ル・

ム
ハ
ン
マ
ド
と
は
妥
協
せ
ざ
る
を
得
ず
、
彼
を
許
し
て

政
膳
の
と
と
を
委
ね
、

ヘ
ラ

l
ト

シ
ャ
ム
ス

・
ア
ル

・
デ
ィ
l
γ

・
パ
パ

l
リ

ー
な
る
者
を
徴
税
官
に
任
じ

ニ
ザ
l
ム
・
ア
ル
・
デ
ィ
l
ン
・
ウ

1
.フ
ヒ

1
9」
登
用
し
た
。
後
の

二
者
の
経
歴
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ

の
後
へ
ラ

1
ト
市
民
の
代
表
者
と
し
て
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
に
仕
え

た。

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
が
モ
ン
ヶ
・
カ

1
ン
即
位
以
前
か
ら
の
モ

ン
ゴ
ル
政
権
の
代
表
者
逮
を
へ
ラ

l
ト
市
か
ら
一
掃
し
よ
う
と
し
た

モ
ン
ケ
や
ア
ル

グ
ン
・
ア
カ
の
意
固
に
従
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
然
し
彼
は
へ

ラ
l
ト
人
と
は
摩
擦
を
避
け
、

ヘ
ラ
l
ト
市
民
の

の
は
、

た
め
に
寺
院
の
慶
場
や
道
路
に
ア

l
チ
を
造
り

ま
た
前
徴
税
官
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ザ
l
ム

・
ア
ル

・
デ
ィ

1
ン
・
パ
ン
ダ
ヒ
l
が
己
の
邸
を
修
道
院
と

し
、
自
分
の
財
産
を
こ
れ
に
寄
進
し
、
奴
隷
二
十
人
を
解
放
す
る
な

ど
し
て
恭
順
の
態
度
を
示
す
と
、
彼
に
菟
租
の
特
儲
帽
を
授
け
た
の
で

あ
っ
た
。
な
お
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
の
へ
ラ
)
ト
市
入
城
の
年
に
就

サ
イ
フ
ィ
l
は
一
二
四
八
年
(
〉
・
出
・
。
品
。
)

帥

て
い
る
が
、
と
れ
は
信
ず
る
に
足
ら
ず
、

い
て、

の
こ
と
と
し

ホ
ラ
サ

γ
総
督
ア
ル
グ
ン

-
ア
カ
の
騎
任
前
後
、

即
ち

一
二
五
三
年
の
春
又
は
同
年
末
で
は
な

か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
モ
ン
ケ
の
勅
書
に
よ
っ
て
へ
ラ
l

制

ト
近
隣
の
諸
首
長
に
己
の
も
と
に
来
る
べ
き
と
と
を
説
い
た
。
彼
の

招
撫
に
慮
じ
て
へ
ラ

l
ト
に
や
っ
て
来
た
者
は
、
タ
リ
カ
ン
の
フ
ア

翌
年
、

-55-

フ
ル

・
ア
ル

・J

ア
ィ

l
ン、

ジ
A

ル
ジ
ヴ
ァ
ン
の
シ
ャ
ム
ス

・
ア

ル

-
J
ア
ィ
l
ン
、

ト
ゥ
l
ラ

ク
の
イ
ズ

・
7
ル
・
デ
ィ
l
ン
と
フ
サ

1

ア
1
ザ

l
ブ
の
タ

i
ジ
ュ

・
ア

ル
・
デ
ィ

ム
・
ア

ル
・J

ア
ィ

i
γ
、

ー
ン
・
ア
リ
l

・
マ
ス

1
ド、

フ
ア
ラ

l
フ

の
タ

l
ジ
ュ

・
ア

ル
・

J

ア
ィ

l
ン

イ
ス
フ
ィ
ザ
l
ル

の
フ

サ
l
ム
・
ア
ル
・
デ
ィ

I
ン
と

シ
ャ
ム
ス

・
ア

ル
ニ
ア
ィ

l
ソ

フ
ヮ
l
フ
の
マ
ジ
ュ
ド
・
ア
ル
ズ

シ
ー
ス
タ
ン
の
ア
リ
1
・
マ
ス

l
ド
と
ナ
シ

l
ル
・
ア
ル

・
デ
ィ

l

ン
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
う
ち
、

ト
ゥ

ラ
l
ク、

ア

l
ザ

l

フ

フ
ア
ラ
l
フ

イ
ス
フ
ィ
ザ
l
ル

シ
ー
ス
タ
ン
の
位
置
に
就
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タ
リ
カ
ン
は
パ

ー
ラ
ー
-
ム
ル
ガ
l
ブ
東
方

同

の
ヴ
ァ

l
リ
l
域
に
比
定
さ
れ
、
ジ
ュ
ル
ジ
ヴ
ァ
ン
は
タ
リ
カ
ン
の

伺

カ
イ
サ
ル
川
東
支
流
の
上
流
域
を
指
す
。

い
て
は
前
に
述
べ
た
。

東
方
で
、

フヮ

1
フ
は
バ

ー
ハ
ル
ズ
の
南
に
あ
り
、
現
在
も
同
名
の
地
で
あ
る
。
と
れ
ら
の
地

域
は
モ
ン
ケ
の
勅
警
に
示
さ
れ
て
い
る
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
の
統
治

機
行
使
範
圏
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諾
首
長
の
な
か
か
ら
こ

の
後
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
の
手
足
と
な
っ
て
働
い
た
者
が
出
た
。

だ
ガ
ル
チ
ス
タ
ン
の
マ
リ
ク

・
サ
イ
フ

・
ア
ル

・
デ
ィ

l
ン
の
み

は
、
「
自
分
も
亦
チ
ン
ギ
ス

・
カ
ン
家
よ
り
の
勅
書
を
持
っ
て

い
る
」

マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
は
直
ち
に
兵
を
迭

同

り
、
ア
ル
グ
ン

・
ア
カ
の
協
力
を
得
て
彼
を
殺
し
た
。
ア
ル
グ
ン

・

肘

ア
カ
よ
り
は
「
へ
ラ

I
ト
七
郡

(
2
5同
ロ
)
の
マ
リ
ク
、

と
言
っ
て
入
朝
を
拒
ん
だ
。

ア
ミ

l
ル

は
誰
も
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス

・
ア
ル

・
デ
ィ

l
ン
の
命
令
に
遣
う

な
」
と
い
う
金
印
欣
(
包

g
g
m
r削
)
を
得
た
。
か
く
し
て
へ
ラ

l
ト

川
と
ム
ル
ガ
l
プ
川
と
の
流
域
一
帯
の
地
及
び
シ
!
ス
タ
ン
は
マ
リ

ク
・
シ
ャ
ム
ス
の
統
轄
下
に
入
っ
た
。

間
も
な
く
シ
l
ス
タ
ン
の
主
ア
リ

1
・
マ
ス
l
ド
と
の
聞
に
紛
宗

同

が
起
っ
た
。

「シ

l
ス
タ
ン
史
」
に
よ
れ
ば

一句
二
五
五
年
(
〉
・
出・

。ωωU
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
は
シ

l
ス
タ
ン
に
入
り
、

た
ま
た
ま
フ

ラ
グ
西
征
軍
の
先
鋒
キ

ト
ブ
カ

・
ノ
ヤ
ン
の
も
と
か
ら
踊
っ
て
き

た
ア
リ
l
・
マ
ス
l
ド
を
殺
害
し
(
一一
戸
町
一
同
年
)
己
の
代
官
を
置
き
、

そ
の
後
フ
ラ
グ

・
カ
ン
の
も
と
に
赴
い
た
と
い
う
。
紛
字
の
原
因
は

こ
の
後
シ

l
ス
タ
ン
と
の
創
刊
礁
は
紹
え
ず
、

不
明
で
あ
る
が
、

五
八
年
マ
リ
ク

・
ジ
ャ
ム
ス
は
再
び
シ

l
ス
タ

γ
に
侵
入
し
た
が

二
年
後
に
は
か
ね
て
叔
父
の
仇
を
報
じ
よ
う
と
壷
策
し
て
い
た
ア
リ

た

-
マ
ス

l
ド
の
甥
ナ
シ

l
ル
・
ア
ル
・
デ
ィ

l
ン
が
フ
ラ
グ

・
カ

ン
よ
り
勅
書
を
得
て
、

シ
ー
ス
タ
ソ
に
鯖
還
し

マ
リ
ク

・
シ
ャ

ム
ス
の
代
官
を
放
逐
し
た
。

一
二
六
五
の
雨
年
に
も
シ

ー
ス
タ
ン
に
出
兵
し
た
。

マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
は
一
一
一
六

- 56ー

後
に
述
べ
る

よ
う
に
、
一
二
六
五
年
ア
バ
ガ
の
卸
位
に
首
っ
て
、

(
シ

l

ス
ヱ
は
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
の
統
治
に
委
ね
ら
れ
た
と
い

r
ン
の
別
名
」

う
か
ら
、
彼
の
シ

l
ス
タ
ン
制
堅
は
ζ

の
頃
に
成
っ
た
の
で
あ
ろ

一I
ム
ル

1

つ

一
二
五
五
年
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
急
行
し

て
、
そ
の
郊
外
カ
ン

・
ィ

・
グ
ル
の
草
地
に
西
征
軍
の
総
帥
フ
ラ
グ

同
「
十
一
J

・
カ
ン
に
謁
し
ι
/

{

月

)。
フ
ラ
グ
は
イ
ラ
ン
諸
侯
の
う
ち
誰
よ
り

も
早
く
出
迎
え
た
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
を
厚
く
遇
し
た
。
ラ
シ

l
ド

に
よ
れ
ば
、
と
の
時
フ
ラ
グ
は
「
へ
ラ

l
ト
、
サ
プ
ザ
ヴ
ァ

l
ル、

グ
1
ル
、
ガ
ル
チ
エ

(
げ

父

)
の
統
治
権
」
を
彼
に
委
ね
た
と
い
う
。



と
れ
は
そ
ン
ヶ
・
カ

1
ン
の
勅
書
の
再
確
認
を
意
味
す
る
。

-
シ
ャ
ム
ス
が
ア
ム

川
を
北
に
渡
っ
て
フ
ラ
グ
の
軍
管
を
訪
れ
た
の

は
、
勿
論
そ
の
西
征
に
全
面
的
な
協
力
を
誓
う
た
め
で
あ
っ
た
が
、

マ
リ
ク

そ
れ
と
共
に
シ

l
ス
タ

γ
首
長
ア
リ
・
マ
ス

I
ド
殺
害
を
樺
明
し

モ
ン
ケ
の
勅
書
の
再
確
認
を
求
め
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は

る
。
西
征
本
軍
が
ホ
ラ
サ
ン
州
に
入
る
と

フ
ラ
グ
の
命
を
受
け
て
ク
ヒ
ス
タ
ン
州
の
サ
ル
タ
フ
ト
域
に
使
し
、

ナ

l
シ
ル
・
ア
ル
・
デ
ィ

1
γ

・
今
タ
シ
ャ
ム
を
説
い
て
、
彼
を

フ
ラ
グ
の
も
と
に
来
降
さ
せ
向
(
問
主
主
一
昨
)
。

ζ

の
後
フ
ラ
グ
の

こ
の
頃
カ
ル
ル
グ
に
代
っ
て
へ
ラ
l

本
軍
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
、

ト
の
司
政
官
と
な
っ
た
メ
ル
キ
タ
イ
な
る
者
が
庖
従
し
、

シ
ャ
ム
ス
は
別
の
方
面
で
活
躍
し
た
。

ζ

れ
が
彼
の
。
ア
フ
ガ
ニ
ス

マ
リ
ク
・

タ
ソ
。
作
戦
で
あ
る
。

}土

作
戦
に
就
い
て

伺

サ
イ
フ
ィ
!
の
み
が
詳
細
な
記
事
を
停
え
て
い
る
。
今
そ
の
大

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
の

タ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
。

要
を
述
べ
れ
ば
衣
の
通
り
で
あ
る
。

177 

門
一
二
五
O
|
一
年
(
〉

-z・
2
8〕
マ
リ
F

・
シ
ャ
ム
ス
は
己
の
親

族
タ
l
ジ
ュ
・
ア
ル
・
デ
ィ
l
γ

・ハ

I
ル
に
へ
ラ
1

ト
の
留
守
を
命
じ
て

ヘ
テ
l
ト
を
出
愛
し
、
軍
兵
を
徴
し
つ
つ
、
イ
ス
フ
ィ
ザ
l
ル
、
フ
7

ヲ
I

フ
を
経
て
居
城
ハ
イ
サ
l
ル
に
入
っ
た
。
と
と
で
グ
1
ル
兵
そ
集
め
、
テ
ギ

ナ
1
・
ハ
ー
ド
に
向
っ
た
。

門
一
二
五
一
ト
二
年
(
〉

-
E
・

2U)〕
こ
の
頃
テ
ギ
ナ
1
パ
l
ド
附
近

に
は
ハ
ル
カ
ト

・
ノ
ヤ

γ
、
タ
ゾ
ク
ル
タ
イ
・
ノ
ヤ

γ
麿
下
の
モ
ン

ゴ
ル
軍

が
駐
屯
し
て
い
た
。
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
こ
の
モ

γ
ゴ
ル
軍
と
の
協
力
種

制
を
作
り
上
げ
た
。

門
一
二
五
二
1

三
年
(
〉
-
Z
・
8
0
)〕、
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
ハ
ル
カ
ト

・
ノ
ヤ

γ
の
賛
同
を
得
た
上
で
、
司
政
官
ジ
ャ

1
フ
l
に
己
の
腹
心
二
名
を

つ
け
、
モ
ン
ケ
・
ヵ
I
γ

の
勅
書
と
ア
ル
グ
γ

・
ア
カ
の
金
印
放
と
の
潟
し

及
び
自
分
の
書
簡
を
携
え
さ
せ
て
、
。
ァ
フ
ガ
ニ
ス
タ
γ
止
に
波
遺
し
た
。

ジ
ャ
1

7

1
の一

行
は
マ
ス
ト
ゥ

γ
グ
に
至
る
と
、
そ
こ
の
首
長
γ
ャ
l
ヒ

γ
シ
ャ
ー
に
降
伏
を
勤
め
た
。

γ
ャ
l
フ
l
の
復
命
で
シ
ャ

I
ヒ
ン
ジ
ャ
ー

の
態
度
が
陵
昧
な
の
を
知
る
と
、
マ
リ
タ
・
シ
ャ
ム
ス
は

タ
ソ
ク
に
侵
入
し
た
。

ヴ

dphu 

4

ア
フ
ガ
エ
ス

〔
一
二
五
三
|
四
年
(
〉
・
出
・
∞
臼
)
〕
時
に
マ
ス

ト
ゥ
γ
グ
で
は
首
長
シ

ャ
I
ヒ
γ
シ
ャ

l
、
そ
の
子
パ
ア
ラ
ー
ム
シ
ャ

1
、
シ
ャ

l
ヒ
ン
シ
ャ
l
の
女

婿
ミ
l
ラ
1

ン
シ
ャ

l
の
三
人
の
F
ル
ド
人
が
権
力
を
擾
っ
て
い
た
。
ミ
l

-フ
l
γ
シ
ャ

l
の
弟
タ
I
ジ
ュ
-
ア
ル

・
デ
ィ
i
γ
-
F
ル
ド
(
仙
川
山一一
U
酌
恥
.
)

は
か
ね
て
兄
と
争
っ
て
い
た
の
で
、
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
に
来
降
し
、
帽
、

衣
、
陣
幕
、
剣
、
檎
標
、
馬
を
援
け
ら
れ
、
ア
フ
ガ

γ
軍
の
指
揮
を
委
ね
ら

れ
た
。
彼
に
績
い
て
ア
フ
ガ
ン
人
の
首
領
逮
が
多
く
来
降
し
た
。

円
一
二
五
四
|
五
年
(
〉
・
同
・

8M)〕
こ
れ
に
カ
を
得
て
マ
リ
F

・シ
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ャ
ム
久
は

マ
ス
ト
ゥ
ン
グ
市
を
包
囲
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
シ
ャ

l
ヒ
ゾ
シ
ヤ

l
、
パ
ア
ラ

ー
ム

シ
ャ

l
、
ミ

l

ラ
l

ン
シ
ャ

l
は
五
千
の
兵
を
以
っ
て

ハ

l

シ
ャ
ク
城
に
結
っ
た
。

マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
は
マ
ス
ト
ゥ

γ
グ
の
町
を
タ

l
ジ
・ュ
・
ク
ル
ド
に
委
ね
、
自
ら
ハ

l
シ
ャ
ク
城
を
包
囲
す
る
こ
と
三
ヶ
月

中
十
、
ミ
l
-
フ
l

ソ
シ
ャ

1
が
血
路
を
聞
い
て
シ

l

ス
タ
ン
方
面
に
脱
出
し
た

後
、
こ
れ
を
陥
落
さ
せ
た
。

〔
一
二
五
五
年
(
〉
・
同
・

8
8〕
先
に
来
降
し
た
フ
サ

l
ム・

ア
ル

・

デ
ィ
1

ン

・
ジ
ャ

l

ウ
ル
の
親
族
ア
ル
マ

l

ル
が
「
ダ
イ
ル
・
パ

l

ト
ル
、

カ
ラ
・
ノ
ヤ
ソ
等
も
我
が
テ
ィ

l
リ
l
城
を
攻
め
て
潟
す
所
な
く
退
い
た」

と
豪
語
し
て
い
る
の
を
聞
く
と
、
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
こ
れ
を
圏
む
こ
と

五
十
九
日
、
途
に
陥
れ
た
。
ア
ル
マ

l

ル
を
斬
っ
た
後
蹄
還
の
途
に
就
き
、

三
千
の
兵
を
テ
ギ
ナ
l
パ
l
ド
に
留
め
、
自
ら
は
ハ
イ
サ
l

ル
城
に
戻
っ

た
。
ア
フ
ガ

γ
人
の
一
首
領
シ
A

ア
イ
プ
は
、
マ
リ
タ
・
シ
ャ
ム
ス

の
鋭
鋒

を
避
け
て
カ
シ
ュ
ミ

l

ル
に
避
難
し
て
い
た
が
、
再
び
カ
シ
プ
ミ

l

ル
を
出

て
、
テ
ギ
ナ
l
パ
l
ド
の
駐
屯
軍
を
襲
い
人
馬
を
殺
傷
し
、
カ
ヒ

1
ラ
l
城

に
能
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
ハ
イ
サ

l
ル
城
を
出
て

多ア

フ
ガ
ニ
九
タ
ソ
。

に
向
い
、
カ
ヒ

l
ラ
l
城
を
攻
撃
す
る
ζ
と
四
十
六

日
、
域
内
の
和
卒
汲
の
た
め
に
腕
を
か
け
ら
れ
て
連
行
さ
れ
て
き
た
シ
ュ
ア

イ
ブ

を
自
ら
の
手
で
斬
っ
た
。

シ
品
ア
イ
プ
の
従
弟
シ
ン
ダ

l
γ

は

〔
一
二
五
六
年
(
〉

-z・
∞
忠
)
U

マ
リ
ク
¥
ツ
ャ
ム
ス
に
降
り
、
既
に
一
年
間
そ
の
軍
中
に
あ
っ
た
が
、
シ
ュ

ア
イ
プ
の
斬
ら
れ
る
の
を
目
撃
し
て
自
ら
危
ぶ
み
、
一
千
の
兵
を
率
い
て
ド

ゥ
l
キ
l
城
に
走
っ
た
。

マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
は
タ
l
ジ
ュ

・
ク
ル
ド
を
遼

っ
て
降
伏
を
勧
め
た
が
無
駄
で
あ
っ

た
。
激
戦
二
十
二
日
、
夜
裂
に
よ
っ
て

や
っ
と
ド
ゥ
1

キ
l
城
を
占
領
し
た
。
シ
ン
ダ

l
ン
は
乱
戦
の
う
ち
に
死
ん

だ。
〔一

二
五
七
年
(
〉

-z・出印
印
)
〕
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
ア
フ
ガ
ン
人
か

ら
ド
ゥ

l
キ

l
の
南
(
叫
M
誤
)
七
0

7

7

ル
サ
ン
グ
の
地
方
で
七
百
人
ば
か

り
の
盗
賊
の
群
が
イ

γ
ド
と
の
交
通
路
を
脅
し
て
い
る
の
を
聞
き
、
こ
れ
を

鎮
定
し
た
。
か
く
て
多
ア
フ
ガ

ニ
ス
F
ン
。

を
略
鎮
定
し
彩
る
と
、

ヘ
ラ
l

ト
に
錦
還
し
よ
う
と
し
た
が
、
タ
l
ジ
ュ
・
ク
ル
ド
等
の
要
請
を
容
れ
て
、

サ
l
ジ
l
城
の
攻
撃
に
向
っ
た
。

タ
ン
ク
ル
タ
イ
・
ノ
ヤ

γ
よ
り
二
千
の
援

軍
を
得
て
サ
l
ジ
I
城
を
陥
れ
た
。

- 58ー

〔
一
二
五
八
年
(
〉
・出・

gm)〕

ス
タ
ン
。
よ
り
テ
ギ
ナ
l
パ
l
ド
を
経
て
ハ
イ
サ
1

ル
に
入
り
、
イ
ス
フ
ィ

ザ

l

ル
か
ら
へ
ラ
l

ト
に
錫
還
し
た
。
そ
の
後
シ

l

ス
タ

γ
に
出
兵
し
た
。

〔
一
二
五
九
年
(
〉

-
E
・

8
3〕
マ
リ
F

・
シ
ャ
ム
ス
は
ま
た

φ

ア
フ

ガ
一
ス
タ
ン
。
に
赴
き
、
パ
カ
ル
城
に
向
っ
た
。
パ
カ
ル
城
は
河
中
の
岩
の

上
に
あ
っ
た
。
大
船
三

O
、
小
船
百
を
以
っ
て
攻
め
た
が
成
功
せ
ず
、
結
局

一
蔦
デ
ィ
ナ
ー
ル
、
織
物
十
荷
、
ア
ラ
ビ
ア
馬
五
頭
、
奴
隷
五
十
人
を
得
て

引
き
上
げ
た
。

〔
一
二
六

O
年
(
〉
・
出
・

8
∞
)
〕
先
に
ハ

l
シ
ャ
ク
城
を
脱
出
し
て
シ

ー
ス
タ

γ
に
走
っ
た
ミ
l

ラ
l

ン
シ
ャ

l
等
が
エ
ジ
プ
ト
に
行
こ
う
と
し
て

マ
ス
ト
ゥ
ン
グ
に
来
た
。
鎮
守
の
将
ム
ハ

γ
マ
ド
・
ナ
ヒ

1
は
彼
等
に
エ
ジ

マ
リ
タ
・
シ
ャ
ム
ス
は
。
ア
フ
ガ
一



プ
ト
行
き
を
中
止
し
て
、
降
伏
す
る
こ
と
を
勤
め
る
一
方
、
秘
か
に
マ
リ
タ

・
シ
ャ
ム
ス
に
彼
等
の
慮
置
を
仰
い
だ
。
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
の
命
令
で
ミ

l
ラ

l

ソ
シ
ャ

1
等
は
殺
さ
れ
た
。

〔
一
二
六
一
年
(
〉
・
国
・
自
由
)
〕
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
の
冷
酷
な
態
度

に
身
の
危
険
を
感
じ
た
タ
1
ジ
ュ

-
F
ル
ド
は
、
テ
ギ
ナ
l
パ
l
ド
か
ら
ア
・

ム
川
方
面
に
走
り
、
ジ
ュ
チ
・
ウ
ル
ス
の
主
ベ
ル
ケ
・
カ
γ
の
宮
廷
に
赴
い

た
。
ベ
ル
ケ
よ
り
マ
久
ト
ゥ

γ
グ
に
封
す
る
統
治
構
委
任
の
勅
書
と
牌
子
を

得
て
鋳
途
に
就
い
た
が
、
グ
l

ル
丘
ハ
に
捕
え
ら
れ
テ
ギ
ナ
l
パ
l
ド
に
連
行

さ
れ
た
。
親
族
の
執
成
し
で
ハ
イ
サ
1
ル
の
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
の
も
と
に

迭
ら
れ
る
の
を
菟
れ
て
、
マ
ス
ト
ゥ

γ
グ
に
遺
ら
れ
た
。
こ
こ
で
マ
リ
タ
・

ジ
ャ
ム
ス
の
任
命
し
た
知
事
シ
パ
フ
グ
l
リ
ー
を
殺
し
て
マ
ス
ト
ゥ
ソ
グ
の

主
と
な
っ
た
。

〔
一
二
六
一

l
二
年
(
〉
・
出
・
2
0
)
〕
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
、
ア
パ

ガ
と
ト
プ
ジ
ン
と
の
ェ

F
ダ
ル
迫
撃
を
助
け
、
ニ
ク
ダ
ル
が
マ
ス
ト
ゥ

γ
グ

に
入
る
の
を
遮
ろ
う
と
し
た
が
成
功
せ
ず
、
ハ

イ
サ
1
ル
城
を
経
て
へ
ヲ
l

ト
に
腸
還
し
た
。

以
上

サ
イ
フ
ィ

l
の
「
へ
ラ

l
ト
史
記
」
に
よ
っ
て

マ
リ
ク

-
シ
ャ
ム
ス
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
作
戟
を
概
述
し
た
の
で
あ
る
が

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
一
一
一

そ
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ

I
は
信
用
し
難
い
。

五
六
年
四
月
ま
で
は
フ
ラ
グ
・
カ
ン
と
行
動
を
共
に
し
て
お
り
、
そ
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れ
よ
り
以
前
に

e
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
。
に
出
兵
で
き
る
徐
裕
は
な
か

一
二
五
八
年
に
は
シ

L
ス
タ
ン
に
出
兵
し
て

い

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

る
。
従
っ
て
サ
イ
フ
ィ

l
が
述
べ
て
い
る
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
4

の
出

費
(
ト
一
一
一
日
0
)
か
ら
サ
ー
ジ

1
域
占
領
(
↑
年
五
)
ま
で
の
こ
と
は
、
一

二
五
宍

二

二

五
七
の
南
年
の
こ
と
と
考
う
や
へ
き
で
あ
ろ
う
。
事
賞
、

フ
ァ
シ

1
フ
は
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
の
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
9

作
戦

の
主
目
的
で
あ
っ
た
シ
ャ

I
ヒ
ン
シ
ャ

l
、
パ
ア
ラ
ー
ム
シ
ャ

l
p入

子
の
討
滅
を
一
二
五
七
年
(
〉
・
出
・
8
3
|
|
サ
イ
フ
ィ
ー
に
よ
れ

ば
一
一
一
五
四
|
五
年
(
〉
・
出
・
8
8
1
1
の
篠
に
か
け
て
い
る
の
で

あ
加
。
ま
た
サ
イ
フ
ィ
!
が
一
二
五
九
年
(
〉
・
出
・
8
3
ヵ、
ら

A
3
 

E
O
 

二
六
一

l
二
年
(
〉

-
E・
2

3

の
聞
の
と
と
と
し
て
い
る
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
の
タ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
9

に
於
け
る
行
動
も
果
し
て
乙

の
通
り
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
念
な
き
を
得
な
い
。

例
え
ば

サ

イ

フ
ィ
ー
が
一
二
六

O
年
(
〉
・
出
・
8
3

の
こ
と
と
し
て
い
る

ミ
l

ラ
l
γ

シ
ャ

l
の
死
を
、
フ
ァ
シ

l
フ
は
一
二
七

O
l
一
年
(
〉
・
戸

同

g@)
の
篠
で
述
べ
て
い

る
。

か
く
て

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
の
。
ァ

フ
ガ
一
一
ス
タ
ン
。
作
戟
は
一
二
五
六

一
二
五
七
の
雨
年
に
主
目
的

を
果
し
た
後
も

一
二
六

0
年
代
を
通
じ
て
断
績
的
に
な
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
。
作
戦
の
記
事
に
見
ら
れ
る
地
名
の
う
ち
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マ
ス
ト
ゥ
ン
グ

(
冨

gzpm)
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
ク
ェ
ッ
タ
の
南
方

約
四
五
粁
、

ド
ゥ
キ

l
城
(
ロ
ロ

ro
は
ク
エ

γ

タ
の
東
方
約
一
八

O
粁
に
あ
り
、
今
日
の
地
圃
上
に
そ
の
所
在
が
確
め
ら
れ
る
。

ア

イ

ー
リ

1
域
(
叶

E
〉
は
マ
ス
ト
ゥ
ン
グ

の
北
方
約
一

O
粁
の
町
か
と

ハ

l
シ
ャ
ク
成
(
関
r
rr島
〉

同

は
ヤ

l
ク
l
ト

の
「
地
理
事
典
」
に
マ
グ
ラ
ン
州
に
在
り
と
い
う
が
、

考
え
ら
れ
る
が

確
か
で
は
な
い
。

そ
の
位
置
は
未
詳
で
あ
る
。
パ

カ
ル
城
(
切
島
由
同
)

中
の
城
塞
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
正
確
な
位
置
は
知
り

難
川
。
カ
ヒ

l
ラ

1
域

(
同国

r
g)と
サ

1
ジ
l
域

(ω息
。
と
は

は
イ
ン
ダ
ス
川

そ
の
位
置
を
比
定
す
る
手
掛
り
が
な
い
。
然
し
こ
れ
ら
の
地
名
を
遁

じ
て

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
の
作
戦
直
域
が
マ
ス

ト
ゥ
ン
グ
を
中
心

に
ス
レ
イ
マ
ン

山
脈
か
ら
イ
ン
ダ
ス
川
に
及
び
、
バ
ル
チ
ス
タ

γ
、

マ
グ
ラ
ン
雨
州
を
蔽
う
も
の
で
あ
っ
た
と
と
が
推
察
さ
れ
よ
う
。
そ

れ
は
モ
ン
ヶ

・
ヵ

l
ン
の
勅
書
に
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

イ
ン
ダ
ス

河
岸
と
イ
ン
ド
の
境
ま
で
」
と
あ
る
地
域
に
相
嘗
す
る
も
の
で
あ
っ

マ
リ

ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
テ
ギ

ナ

l
パ
l
ド

(β
ダ
)
を
前
進
基

マ
ス
ト
ゥ
ン
グ
か
ら
カ
ラ
l
ト
に
進
出
を
試
み
、
ま
た

た地
と
し
て
、

ド
ゥ

l
キ
ー
か
ら
東
し
て
イ
ン
ダ
ス
川
流
域
に
出
ょ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。

ζ

れ
ら
の
ル

l
ト
は
へ
ラ
ー
ド

シ
ー
ス
タ
ン
か
ム

J

イ
ン
ダ

ス
川
流
域
に
通
ず
る
最
短
路
で
あ
り

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
所
調

「
パ
ル
チ
ス
タ
ン
の
門
」
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た

考
え
て
み
る
と
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
軍
の
ホ
ラ
サ
ン
侵
入
の
際
、
-" 

ラ

l
ト
の
主
ア
ミ

l
ン
・
マ
リ
ク
は
プ
ス

ト、

テ
ギ
ナ

1
パ
l
ド
方

面
で
追
跡
し
て
き
た
モ
ン
ゴ
ル
軍
を
ふ
り
き
り
、
シ
ヴ
ィ
ス
タ
ン

(崎
一
日
の
)を
経
て
ク
ス
ダ
ル

(明
佐
川
フ
)
に
走
っ
た
ζ

と
が
あ
川
、
ホ

ラ
ズ
ム

の
王
子
ジ
ャ
ラ
l
ル
・
ア
ル
・
デ
ィ
l
ン
も
イ
ン
ド
か
ら
イ

ラ
ン
に
錦
還
し
た
時
、
イ
ン
ダ
ス
川
河
口
か
ら
バ
ル
チ
ス
タ
ン
を
経

同

て
ケ
ル
マ
ン
に
向
っ
た
。
そ
の
後
テ
ギ
ナ

l
バ
l
ド
方
面
に
駐
屯
し

- 60ー

て
い
た

モ
ン
ゴ
ル
軍
は
マ
ス
ト
ゥ

γ
グ
に
侵
冠
し
た
が
成
果
は
な
か

っ
た
。

マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
が
始
め
て
こ
の
地
域
を
鎮
定
し

イ
、ノ

ド
か
ら
へ
ラ
l
ト
へ
、
或
は
南
イ
ラ
ン
に
通
ず
る
交
通
路
を
確
保
し

同

た
の
で
あ
る
。

ζ

れ
は
ア
ラ
ム

l
ト
の
暗
殺
数
圏
や
、
バ
グ
ダ
ー
ド

の
ア
ッ
パ

ー
ス
朝
が
と
の
路
線
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
と
連
絡
す
る
の
を

遮
断
し
、
以
っ
て
フ
ラ
グ
の
征
服
載
を
側
面
か
ら
擁
護
し
た
も
の
と

考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
恐
ら
く
は
サ
リ

・
ノ
ヤ

ン
の
イ
ン
ド

侵
入
(
主
4
肘
)
と
呼
醸
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
マ

リ

ク
・
シ
ャ
ム
ス
の
タ
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
。
に
於
け
る
活
動
を
、
〆

l

ル
人
の
停
統
的
な
政
策
で
あ
っ
た
イ
ン
ド

へ
の
南
進
運
動
と
見
る
ζ



ル
γ
も
で
き
よ

h

つ。

こ
の
後
てマ

リ
ク

シ
サヤ

イム
フス
イカ2

l 再
にび
よマ
れス
りf制 ト
、ウ

ユ/，

グ
方
面
に
出
兵
し
た
形
跡
は
な
い
が
、

二
六
七

l
八
年
(
〉
・
同
・

2
3
多
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
。
の
テ
ィ

l
ラ

l
フ
の
諸
域
を
陥
れ
た
と
い
う
。
テ
ィ

ト
ラ
l
フ
は
ベ
シ
ャ
ヴ
ア
ル

の
南
の
山
地
で
ア
フ
ガ
ン
人
の
住
地
と
し
て
は
北
端
で
あ
っ
た
。
因

み
に
我
々
は
マ
リ
ク

・
ジ
ャ
ム
ス
の
。
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
。
作
戦
に

よ
っ
て
ア
フ
ガ
ン
人
の
所
在
や
活
動
を
始
め
て
具
種
的
に
知
り
得
る

の
で
あ
る
。

か
く
て
タ
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ

ゾ
ρ

作
戦
の
終
結
左
以
っ
て

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
モ

γ
ケ
の
勅
書
に
よ
り
統
治
権
の
行
使
を
許

さ
れ
た
全
地
域
を
己
の
統
轄
下
に
置
く
事
業
を
成
就
し
た
と
言
え
よ

ぅ
。
ア
ル
グ

γ
・
ア
カ
の
協
力
、

モ
ン
ゴ
ル
軍
の
援
助
は
あ
っ
た
に

し
て
も
、
彼
は
こ
の
事
業
を
グ
l
ル
兵
を
使
っ
て
殆
ん
ど
自
力
で
成

し
遂
げ
た
。

。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
9

よ
り
踊
還
し
た
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
は
へ

ラ
l
ト
市
に
於
け
る
己
の
支
配
韓
制
を
強
化
す
る
必
要
を
見
出
し

ζ

の
た
め
に
数
年
を
費
し
た
。
乙
れ
と
同
時
に
へ
ラ

i
ト
復
興
政
策

を
推
進
し
た
。

一
二
五
九
年
モ
ン
ヶ
・
ヵ
l
ン
が
姐
落
し
、
イ
ラ
ン

に
フ
ラ
グ

・
カ
ン

に
よ
る
イ
ル
カ
ソ
政
権
樹
立
と
い
う
新
事
態
が
生
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ず
る
と

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス

の
立
場
も

モ
ン
ケ
の
在
世
時
代
に
比

ベ
て
幾
分
異
っ
て
き
た
。

マ
リ
ク
・
ジ
ャ
ム
ス
は
モ
ン
ゴ
ル
人
間
の

機
力
関
宇
に
は
極
め
て
慎
重
な
態
度
を
取
り
、
常
に
主
流
の
勢
力
に

服
し
て
き
た
が
、
そ
の
態
度
を
崩
し
て
身
を
滅
ぼ
す
に
至
っ
た
。
次

に
こ
れ
ら
の
事
情
を
探
っ
て
み
よ
う
。

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
タ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ソ
9

作
戦
出
震
に
首
っ

て
、
親
族
の
タ

l
ジ
ユ

-
ア

ル
・
デ
ィ

l
ン
・
(
l
ル
(
4
1
d
H
M

恥
略
)
を
己
の
代
理
者
と
し
て
へ
ラ

l
ト
に
留
め
た
。
彼
の
司
政
官

カ
ル
ル
グ
ーに
謝
す
る
罷
克
要
求
が
ど
の
よ
う
に
慮
置
さ
れ
た
か
は
不

一
二
五
六
年
九
月
二
日
へ
ラ

明
で
あ
る
が
、
ラ
シ

l
ド
に
よ
れ
ば
、

t
i
 

no 

ー
ト
の
司
政
官
メ
ル
キ
タ
イ
な
る
者
が
フ
ラ
グ

・
カ

ン
の
命
を
受
け

て
、
暗
殺
数
圏
の
主
ル
ク
ン
・
ア
ル
・
デ
ィ

l
ン
・
ア
ー
ル
シ
ャ

l

闘

の
も
と
に
使
し
て
い
る
の
で
、
と
の
頃
ま
で
に
メ
ル
キ
タ
イ
が
ヘ
ラ

ー
ト
の
司
政
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
サ
イ
フ
ィ

輔

ー
に
よ
れ
ば
、

ホ
ラ
ズ
ム
人
メ
ル
キ
タ
イ
が
モ
ン
ヶ

・
カ
l
γ

に
よ

っ
て
カ
ル
ル
グ
の
後
任
の
司
政
官
に
任
命
さ
れ
た
の
は
一
二
五
八
年

(〉・

国・

8
3
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
メ
ル
キ
タ
イ
は
フ
ラ
グ
の

本
軍
に
属
従
し
て
バ
グ
ダ
ー
ド
攻
略
戦
(
ト
位
五
)
に
参
加
し
て

い
る

の
で
、
そ
の
へ
ラ

l
ト
着
任
の
年
は
サ
イ
フ
ィ
!
の
い
う
如
く
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
マ
リ
ク

・
シ
ヤ
ム
ス
に
は

モ
ン
ケ
に
よ
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っ
て
任
命
さ
れ
た
ジ
ャ

l
フ
!
と
い
う
司
政
官
が
い
て

多
ア
フ
ガ

一
ス
タ
ン
ク
作
戦
に
従
軍
し
て
い
た
と
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

の
者
が
ヘ
ヲ

l
ト
市
の
統
治
に
直
接
参
興
し
た
と
い
う
記
事
は
見
出

し
得
ぬ
。
何
れ
に
し
て
も
、

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
が
多
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
9

よ
り
蹄
還
し
た
時
、

ヘ
ラ

l
ト
で
は
留
守
居
役
の
タ

l
ジ
」

-
ハ
1
ル
と
司
政
官
メ
ル
キ
タ
イ
と
が
統
治
し
て
い
て

そ
の
下
で

シ
ャ
ム
ス

・
ア
ル

・J

ア
ィ

l
γ
・
パ
パ

l
リ
l

一ザ
l
ム
・
ア
ル

-
デ
ィ

l
ン
・
ウ
1
プ
ヒ

!
が
政
掘
の
こ
と
を
掌
っ
て
い
た
。

メ
ル
キ
タ
イ
は
バ
グ
ダ

ー
ド
占
領
の
際
敵
将
ス
レ
イ
マ

l
γ
の
娘

を
五
千
デ

ィ
ナ
ー
ル
で
闘
っ
て
き
た
が
、

二乙
六れ
こを
| タ

年同ジ
ニl

" 〉

戸?

ル
に
興
え
て
そ
の
放
心
を
求
め
た
。

2
6
タ
l
ジ
」

・
ハ
l
ル
と
メ
ル
キ
タ
イ
の
商
人
は
シ
ャ
ム
ス

・

ア
ル

・
デ
ィ

l
ン
・
パ
パ

l
リ
ー
を
フ
ラ
グ
の
第
六
王
子
で
、
首
時

ホ
ラ
サ
ン
に
い
た
ト
ブ
シ
ン
の
も
と
に
遣
っ
て

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム

チ
ャ
ガ
タ
イ
・

ウ
ル
ス
の
諸
王
と

同

通
謀
し
て
い
る
と
識
訴
し
た
。
翌
一
一
一
六
三
|
四
汗
(
〉
・

国
・
2
3

ト
ブ
シ
ン
は
サ
ラ
フ
ス
よ
り
ク
l
ス
l

エ
に
来
て
、
マ
リ
ク

・
シ
ャ

ス
が
ニ
ク
ダ
ル
と
気
脈
を
通
じ
、

ム
ス
等
を
召
喚
し
た
。

然
し
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
の
癖
明
そ
聞
い

て
、
議
訴
が
根
嬢
の
な
い
の
を
知
り

タ
l
ジ
一

・
ハ
l
ル
と
メ
ル

キ
タ
イ
と
を
い
わ
れ
な
き
告
費
の
廉
で
有
罪
と
し

そ
の
慮
分
を
マ

こ

リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
に
一
任
し
た
。

メ
ル
キ
タ
イ
は
ト
ブ
シ
ン

の
諾
終

に
厚
く
賂
し
て
罪
を
菟
れ
た
が

タ
l
ジ
ュ
・
ハ

l
ル
は
マ
リ
ク

シ
ャ
ム
ス
の
監
視
下
に
置
か
れ
た
。

マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
は
強
い
て

タ
l
ジ
」

・
ハ
i
ル
を
庭
刑
す
る
所
存
は
な
か
っ

た
が
、
彼
の
子
ル

ク
ン

・
ア
ル

・
デ
ィ

l
ン
が
濁
断
で
タ

i
ジ
」

・
ハ
1
ル
を
殺
害
し

帥

一
二
六
四
!
五
年
(
〉
・国
・

2
3

て
し
ま
っ
た
。

ア
バ
ガ
が
へ

ラ

ー
ト
の
新
設
工
場
を
見
に
来
た
時
、

マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
は
己
に
封

す
る
議
訴
事
件
を
告
げ

メ
ル
キ
タ
イ
が
賄
賂
に
よ
っ
て
罪
を
克
れ

- 62-

ア
パ
ガ
は
こ
の
裁
判
を
サ
ラ
フ
ス

闘

に
於
い
て
行
な
う
こ
と
を
約
し
た
。
二
一
六
五
!
六
年
(
〉
・

出
・
2
6

て
い
る
こ
と
の
非
を
主
張
し
た
。

ア
パ
ガ
は
司
政
官
メ
ル
キ
タ
イ
に
杖
打
七
十
七
の
判
決
を
下
し
、
罷

克
し
た
。

マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
は
二
十
五
打
を
減
じ
て
刑
を
執
行
し

た
。
ま
た
シ
ャ
ム
ス

・
ア
ル

・
デ
ィ

l
ン
・
パ
バ

l
リ
ー
を
議
訴
に

加
措
し
た
簾
で
杖
打
三
十
七
に
慮

L
た。

と
の
後
己
の
信
任
す
る
ジ

ャ
ラ

l
ル
・
ア
ル

・
デ
ィ

l
γ

・
ガ
ズ
ナ
ヴ
ィ

!
な
る
法
官
に
牧
賄

の
事
賓
が
あ
る
の
を
知
る
と
、
彼
に
杖
打
百
五
十
を
加
え
て
死
じ
至

ら
し
め
た
。

マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
は
と
の
よ
う
な
巌
し
い
態
度
を
持

し
て

己
の
反
封
者
を
排
除
し

へ
ラ

l
ト
に
於
け
る
己
の
権
力
を



強
化
し
た
。

ま
た
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
へ
ラ
l
ト
の
復
興
ζ

そ
己
の
本
来
の

使
命
と
考
え
て
い
た
の
で
、
彼
の
復
興
政
策
は
極
め
て
積
極
的
で
あ

っ
た
。
始
め
て
へ
ラ
l
ト
市
に
入
城
し
た
時
、
市
民
を
集
め
て
へ
ラ

伺

l
ト
市
内
を
復
興
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
。
こ
れ
ま
で
復
興
作
業
は

専
ら
郊
外
に
於
い
て
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
奮
市
街
の
復
興
は

モ
ン
ゴ
ル
人
の
禁
ず
る
所
で
あ
っ
た
。
市
民
還
は
市
内
に
塔
、
城
塞
、

濠
を
構
築
し
た
り
す
れ
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
疑
惑
を
招
く
虞
れ
が
あ

る
と
言
い
、

と
れ
を
時
期
尚
早
と
し
た
。
然
し
彼
の
奮
市
街
再
建
の

輔

一
二
六
四

l
五
年
(
〉
・
国
・

2
3

志
は
固
く
、

ア
パ
ガ
の
A
m
A唱で

ヘ
ラ

i
ト
に
工
場
と
市
場
を
建
て
る
ζ

と
に
な
っ
た
時
も

メ
ル
キ

タ
イ
た
ち
が
郊
外
に
建
設
す
べ
き
で
あ
る
と
言
っ
た
の
に、

マ
リ
ク

-
シ
ャ
ム
ス
は
市
内
に
建
て
る
の
が
よ
い
と
主
張
し
た
。
も
っ
と
も

乙
の
時
も
彼
の
主
張
通
り
に
は
い
か
ず
、

ホ
ラ
サ
ン
の
各
地
か
ら
職

人
・
大
工
が
集
め
ら
れ
る
と
短
時
日
の
聞
に
町
の
南
面
に
工
場
が
建

て
ら
れ

そ
れ
に
向
い
合
っ
て
市
場
が
設
け
ら
れ
た
。

と
の
工
場
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(

関

陣

H
W
E
E〉ー
は
勿
論
織
物
工
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

封
ベ
ル
ケ
戟
よ
り
踊
る
と
(
一
二
六
七
)
四
カ
月
間
へ
ラ
l
ト
市
に
留

r
ー
八
年
」

ま
っ
て
、
寺
院
、
橋
梁
、
騨
舎
、
貯
水
池
建
設
な
ど
の
土
木
工
事
を

輿
し
向
。
市
民
の
福
祉
政
策
を
も
疎
か
に
せ
ず
、
例
え
ば
五
千
デ
ィ

輔

ナ

l
ル
を
支
出
し
て
貧
民
救
慣
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

支
配
韓
制
の
強
化
と
復
興
政
策
の
推
進
に
よ
り
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス

の
へ
ラ
l
ト
に
於
け
る
権
威
は
揺
が
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

彼
の
統
治
下
に
へ
ラ
l
十
は
富
力
を
増
し
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、

バ
ラ
ク
の
侵
入
時
に
も
市
民
は
動
揺
せ
ず
、

ア
パ
ガ
が
へ
ラ
l
ト
市

を
直
轄
領
に
編
入
し
よ
う
と
し
た
時
に
は

乙
れ
を
挫
折
さ
せ
た
の

で
あ
っ
た
。

次
に
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
の
イ
ル
カ
ン
政
権
に
封
す
る
関
係
を
考

内

OFO
 

え
て
み
よ
う
。
彼
が
フ
ラ
グ
・
カ
ン
を
異
先
に
出
迎
え
、

そ
の
後
は

モ
ン
ヶ
・
カ
l
ン
の
勅
書
を
奉
じ
て
フ
ラ
グ
の
作
載
を
側
面
か
ら
援

護
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

一
二
六

O
年
三
一
月

ダ
マ
ス
ク
ス
を
降
伏
さ
せ
て
い
た
フ
ラ
グ
の
も
と
に
モ
ン
ケ
の
許
が

停
え
ら
れ
る
と
、

フ
ラ
グ
の
立
場
は
一
饗
し
た
。

一
旦
は
東
舗
の
志

を
抱
い
た
が

こ
れ
を
捨
て
イ
ラ
ン
の
地
に
留
ま
る
決
意
を
し
た
。

西
征
軍
の
総
帥
か
ら
イ
ル
カ
ン
政
機
創
立
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
の
よ
う
な
立
場
の
費
化
は
フ
ラ
グ
と
マ
リ
ク
・
シ
十
ム
ス
と
の
開

係
に
も
何
等
か
の
饗
化
を
生
ぜ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

フ
に
よ
れ
向
、

ヴ

ァ

ッ

サ

l

一二
六
O
年

(
〉・出・

8
8
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
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は
フ
ラ
グ
の
怒
り
を
買
い
、
二
度
ま
で
も
寧
そ
差
向
け
ら
れ

と
れ

を
退
け
は
し
た
が
、
後
降
伏
し
て
恩
賜
を
蒙
り
、
や
が
て
自
ら
フ
ラ

グ
の
も
と
に
赴
い
て
鮮
明
し

ベ
ル
ケ

・
カ
ン
と
の
戟
に
参
加
し

て
、
そ
の
勇
敢
さ
を
認
め
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の
ヴ
ア
ヴ
サ

i
フ
の

記
事
は
他
の
史
書
に
比
較
す
べ
き
も
の
が
な
い
た
め
、

と
の
ま
ま
で

は
や
や
確
め
難
い
貼
も
あ
る
が

フ
ラ
グ
が
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
に

何
等
か
の
疑
惑
を
抱
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
を
許
す

P

然
し

マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
の
地
位
が
動
揺
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

二
六
五
年
フ
ラ
グ
の
長
子
ア
パ
ガ
が
即
位
す
る
と

(対
日
十
)
マ
リ
ク

・
シ
ャ

ム
ス
は
新
し
い
イ
ル
カ

γ
に
よ
り
所
領
を
安
堵
さ
れ
た
。

ζ

制

の
時
の
と
と
を
ラ
シ
l
ド
は

「
ニ
l
ム
ル

l
ズ
園
を
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
・
ア
ル

・
デ
ィ
l
ン

-
ク
ル
ト
に
委
ね
た
」

同

と

い

い

ミ

l
ル
ホ

l
ン
ド
は

「
へ
ラ
l
卜
と
シ

l
ス
タ
ン
の
統
治
植
を
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス

ア
ル

・
デ
ィ

l
γ
・
ク
ル

ト
の
掌
握
下
に
置
い
た
」

と
い
う
。
勿
論
ニ

l
ム
ル

l
ズ
、
乃
至
は
へ
ラ
l
ト
と
シ

l
ス
タ
ン

を
以
っ
て
、

』
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
の
所
領
全
土
の
表
現
に
代
え
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
文
字
通
り
に
と
れ
ら
の
地
域
に
彼
の
統
治
権
が
限

定
さ
れ
た
と
考
う
べ
き
で
は
な
い。

乙
の
所
領
安
猪
は
、
他
方
か
ら

言
え
ば
、

マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
が
大
カ

1
ン
で
は
な
く
て

イ
ル
カ

ン
の
主
権
の
下
に
置
か
れ
た
ζ

と
を
意
味
す
る
。

マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
は
恐
ら
く
ア
バ
ガ
の
即
位
式
に
参
列
し
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
何
者
、
即
位
式
直
後
ジ
ュ
チ

・
ウ
ル
ス
軍
侵

入
の
報
が
入
り
、
王
弟
ヤ
シ
ユ
ム

l
ト
が
逝
撃
に
先
輩
し
(抗
日
十
)
、

績
い
て
ア
バ
ガ
も
出
陣
し
て
ク
ル
河
を
北
に
越
え
た
が
、

ζ

の
封
ベ

輔

ル
ケ
戟
に
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
も
奮
闘
し
た
か
ら
で
あ
る
。

マ
リ
ク

-
シ
ャ
ム
ス
が
ベ
ル
ケ
と
戟
う
理
由
は
十
分
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
パ

- 64一

ト
の
臣
が
パ
ド
ギ
ス
か
ら
珍
献
を
そ
の
君
主
の
も
と
に
迭
ろ
う
と
し

て
騨
馬
を
へ
ラ
l
ト
市
に
求
め
た
慮
、

マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
は
ζ

れ

を
拒
否
し
た
。

と
れ
を
聞
い
た
パ

ト
は
嘗
時
マ

1
ザ

γ
ダ
ラ
ン
州
に

い
た

一
族
の
ブ
ル
ガ
ル
に

マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
の
逮
捕
を
命
じ
た
。

そ
の
後
も
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
は
プ
ル
ガ
ル
、
ト
ゥ
タ
ル
の
使
者
と

〈
H
E
C
)

害
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
然
も
ζ

の
プ
ル
ガ
ル
の
フ
ラ
グ
に
よ
る
鹿

刑、

ト
ゥ
タ
ル
の
急
死
が
ジ

A

チ
・

ウ
ル
ス
と
イ
ル
カ
ン
家
と
の
不

和
の
直
接
の
原
因
で
あ
っ
た
。
デ
ル
ベ
ン
ド
方
面
に
於
け
る

マ
リ
ク

-
シ
ャ
ム
ス
の
抜
群
の
働
き
は
サ
イ
フ
ィ

l
の
特
筆
す
る

所
で
あ

る
。
敵
将
ノ
ガ
イ
は
傷
つ
き
、
ジ
品
チ

・
ウ
ル
ス
の
主
ベ
ル
ケ
は
陣



国
比
し
て
、

イ
ル
カ
ン
闇
軍
は
大
勝
し
た
。

エ
ジ
プ
ト
製
武
器
、
勅
書
、
牌
子
、
太
鼓
、
控
旗

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
ア

ハ
ガ
よ
り
賓
奥
、

な
ど
の
恩
賜
品
を
得
て
へ
ラ

l
ト
に
蹄
還
し
た
。

か
く
て
マ
リ
ク

・

シ
ャ
ム
ス
と
イ
ル
カ
ン
家
と
の
閥
係
は
順
調
に
保
た
れ
て
い
く
か
に

見
え
た
。

然
る
に
思
わ
ぬ
事
件
が
起
り

マ
リ
ク
・
ジ
ャ
ム
ス
は
去

就
に
迷
っ
て
判
断
を
誤
り
、

し、

ア
パ
ガ
は
疑
惑
そ
茜
じ
さ
せ
て
憤
激

迭
に
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
己
が
身
を
破
滅
さ
せ
る
に
至
つ

サた
ン
侵そ
入の
で事
あ(件
るSと

}ま

チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ウ
ル
ス
の
主
パ
ラ
タ
の
ホ
ラ

一
二
六
九
l
七
O
年
(
〉
・
出
・

2
8
パ
ラ
ク
は
カ
イ
ド
の
支
持

を
得
、
大
軍
を
率
い
て
ア
ム
河
を
渡
る
や
、
マ
ル
チ
ャ
ク
で
ホ
ラ
サ

v
J

太
守
ト
プ
シ
ン
の
箪
を
破
り
、
タ
リ
カ
ン
に
進
み
、

て
ニ
シ
ャ
プ

l
ル
を
陥
れ
=
(
一
二
七
O
年
五
て
更
に
へ
ラ

1
ト
を
攻

7
f月
二
十
九
日
」

略
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
部
将
ク
ト
ル
グ
・
テ
ィ
ム

l
ル
は
「
へ
ラ

一
軍
を
以
つ

ー
ト
の
主
マ
リ
ク
・
シ
ヤ
ム
ス
を
倒
せ
ば
イ
ラ
ン
の
諾
侯
が
我
々
か

ら
離
れ
る
か
も
し
れ
ぬ
。
彼
を
説
い
て
召
す
に
如
く
は
な
い
」
と
言

っ
て
、
ヘ
ラ

l
ト
に
赴
き
更
に
ハ
イ
サ

1
ル
域
に
行
っ
て
マ
リ
ク
・

シ
ャ
ム
ス
に
面
曾
-し

「
事
成
れ
ば
ホ
ラ
サ
ソ
全
州
を
汝
に
授
け
よ

185 

う
い
と
約
し
た
。

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
ク
ト
ル
グ
・
テ
ィ
ム

l
ル

に
件
わ
れ
て
バ
ラ
ク
に
謁
し
た
。
バ
ラ
ク
は
ホ
ラ
サ
ン
州
を
委
ぬ
ベ

き
を
約
し
、
改
め
て
ホ
ラ
サ
ン
州
の
富
人
の
名
を
す
べ
て
書
き
出
す

と
と
を
命
じ
、
更
に
へ
ラ

l
ト
の
富
人
よ
り
財
物
、
武
器
、
家
畜
を

徴
載
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

留
ま
る
こ
と
八
日
、

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
バ
ラ
ク
の
軍
鎖
国
に

へ
ラ

1
ト
に
踊
る
と
市
民
に
生
命
・
財
産
が
安

一
方
ア
パ
ガ
は
パ
ラ
ク
軍
を
撃
退
す
ベ

タ
ル
マ
ガ
ル
な
る
者
を
遣
つ

全
で
な
い
と
と
を
告
げ
た
。

く
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
を
費
し
た
。

て
、
ト
プ
シ
ン
の
召
集
に
膳
じ
な
い
ば
か
り
か
、
パ
ラ
ク
に
降
っ
た

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
を
捕
え
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

マ
リ
タ
・
シ
ャ
ム

-65-

ス
は
こ
れ
を
知
っ
て
、
直
ち
に
ハ
イ
サ

l
ル
域
に
走
っ
た
。

タ
ル
マ

ガ
ル
は
彼
を
追
跡
し
た
が
及
ば
な
か
っ
た
。

ア
パ
ガ
は
へ
ラ

l
ト
市

を
破
壊
せ
よ
と
命
じ
た
が
、
後
そ
の
命
令
を
撤
回
し
、
使
者
を
ヘ
ラ

ー
ト
市
の
留
守
居
役
シ
ャ
ム
ス

・
ア
ル
・
デ
ィ

I
γ

・
パ
パ

l
リ
l

に
遣
っ
て
、
パ
ラ
ク
軍
に
城
門
を
開
く
な
と
命
じ
た
。
そ
の
後
へ
ト

ル
キ
ス
タ
ン
総
督
マ
ス
l
ド

・
ベ
夕
、
が
へ
ラ

l
ト
市
に
や
っ
て
来
た

カ2

ヘ
ラ
l
ト
人
は
彼
に
城
門
を
聞
か
な
か
っ
た
。
や
が

て
ア
パ
ガ

の
軍
は
パ
ラ
ク
の
油
断

K
乗
じ
て
大
勝
し
、
侵
入
者
を
ア
ム
川
の
北

に
追
い
返
し
た
。

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
の
行
動
は
こ
の
場
合
彼
と
し
て
は
己
む
を
得
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ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
忽
ち
に
し
て
ホ
ラ
サ
ン
州
全
土
を
席

容
し
た
ボ
ラ
ク
の
言
分
を
聞
か
な
け
れ
ば

ヘ
ラ
l
ト
市
は
破
嬢
さ

れ
た
で
あ
ろ
う
。
然
し
ζ

れ
は
ア
パ
ガ
の
限
に
は
許
す
べ
か
ら
ざ
る

裏
切
行
震
と
映
っ
た
。
バ
ラ
ク
を
撃
退
し
た
後
、

「
若
し
も
へ
ラ
l

ト
に
人
が
い
な
か
っ
た
ら
バ
ラ
ク
も
軍
を
ζ

の
地
方
に
入
れ
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。

町
の
住
民
を
ホ
ラ
サ
ン
の
各
地
に
移
す
べ
き
で
あ

ヘ
ラ
l
ト
市
を
一
破
壊
さ
せ
よ
う
と
し

る
」
と
い
う
意
見
に
傾
き
、

た
。
然
し
ホ
ラ
サ
ン
太
守
ト
プ
シ
ン
、
宰
相
シ
ャ
ム
ス
・
ア
ル
・
デ

ィ
l
ン
一
.
ム
ハ
ン
マ
ド
・

ジ
ュ
ヴ
ァ
イ

ニ
l
(
以
下
宰
相
シ
二
ま
そ

F

ム
ス
と
略
穏
」

「
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
を
敵
に
廻
せ
ば
、
我
が
軍

の
不
可
を
説
き

は
イ
ン
ド

ト
ル
キ
ス
タ
ン
か
ら
の
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ

ホ
ラ
サ
ン

州
は
危
い
。
彼
は
奇
計
多
く
勇
敢
で
あ
り
、
グ
l
ル
の
山
は
険
し
く
、

彼
の
居
城
ハ
イ
サ
l
ル
は
攻
む
る
に
難
い
。
優
詔
し
て
彼
の
恐
怖
心

を
除
く
に
如
く
は
な
い
」
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
ア
パ
ガ
は
ト
プ
シ

ン
に
諮
っ
て
、
マ
リ
ク
・
バ
ル
パ

l
ン
な
る
者
を
へ
ラ
l
ト
知
事

に
、
近
臣
ウ
ラ
ド
‘

ト
ガ
イ
雨
名
を
司
政
官
に
任
じ
て
へ
ラ
l
ト
に

サ
イ
フ
ィ
l
は
ζ

れ
を
一
二
七

O
l
一
年
(
〉
・
戸

ハ-
o
M
)

8
3
の
こ
と
と
す
る
。

迭
り
こ
ん
だ
。

マ
リ
ク
・
バ
ル
バ

l
γ
等
は
へ
ラ

l
ト
市

に
入
る
と
民
心
の
安
定
に
努
め
た
が

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
が
軍
を

率
一い
二て
七入
一城
|す
二2る
年δ と
f、し、

〉う

戸空
o? 巧之

sz 
抱
し、

た

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
ア
バ

ガ
の
も
と
に
出
向
く
べ
き
か
否
か
を
腹
心
の
部
下
達
と
相
談
し
た

が
、
な
お
て
二
年
静
観
す
る
こ
と
に
し
、
子
マ
リ
ク

・
ト
ゥ
ル
ク

アに
ノレ ノξ

フ

アフ
イヴ

l ア

ン l
ン

グ ・

l シ
ノレ ヤ

雨マ
名ノレ

を 、・
つキ

け l
てナ

ヒ
ザ
ブ
ル

ホ
ラ
サ
ン
太
守
ト
ブ

シ
ン
の
も
と
に
遣
っ
た
。
ト

フ
tン

ヘン
ラは
l マ

トリ
のク
統・
治ト
檎ウ
をル
委ク
ね。を
fこgマ

ク
・
シ
ャ
ム
ス
の
後
繕
者
と
し
、

マ
リ
ク
・
ト
ゥ
ル
ク
等
は
へ
ラ
l
ト
に
入
っ
て
大
い
に
歓
迎
さ
れ
、

(
戸
口
@
〉

前
知
事
マ
リ
ク
・
バ
ル
パ
i
ン
は
罷
克
さ
れ
た
。

n
h
u
 

no 

マ
リ
ク
・
ト
ゥ
ル

ク
は
ヘ
ラ
1
ト
統
治
に
嘗
っ
て
、
父
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
に
逐
一
報

告
を
迭
り
、
父
の
来
城
を
希
望
し
た
。

然
し
翌
一
二
七
二

l
三
年
(
〉
・
戸
。
己
)

に
ア
バ
ガ
は
マ
リ
ク

-
バ
ハ

l
・
ア
ル
・
デ
ィ

l
γ

・マ

ジ
l
ナ
l
ニ
l
な
る
者
を
ヘ
ラ

ー
ト
知
事
に
任
じ

ア
ク
フ
カ

ナ
ジ

l
ブ
・
ニ
ア

l
ル
を
し
て
へ

ラ
l
ト
市
の
戸
口
調
査
を
さ
せ
た
。

マ
リ
ク
・
パ
ハ
l
・
ア
ル
・
デ

ィ
l
ン
は
安
撫
政
策
を
取
り
、

ヘ
ラ
l
ト
市
の
有
力
者
シ
ャ
ム
ス
・

ア
ル
・
デ
ィ

l
ン
・
バ
パ

i
リ
1
等
と
協
力
し
た
。
と
の
た
め
ホ
ラ

サ
ン
の
各
地
か
ら
人
々
が
へ
ラ

1
ト
に
移
っ
て
き
た
。
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ジ因。
ヤ年E
ク(
、日〉

竺出
'・

「ミFσ、
ド S

ア
バ
ガ
の
宮
廷
か
ら
更
に
ア

ヴ
ア
ジ

l
フ
・
ア
ル
・
デ
ィ

、ノ

マ
リ
ク
・
ジ
ャ
ラ

l
ル
・
シ
ム
ナ

l
γ
等
が
へ
ラ

I
ト
の
戸

口
調
査
に
や
っ
て
来
た
。

ヘ
ラ

l
ト
の
市
民
は
四
直
分
さ
れ
、

ア
ジ

ー
ズ
・
ア
ル
・

J

ア
ィ

l
ン
・
シ
ハ

1
.フ
ス
ク

マ
ス

1
ド
・
シ
ャ
ム

ス
・
ア
ル
・

J

ア
ィ

l
γ

・ハ

l
ジ
l

ア
ブ

1
・
パ
ク
ル
・
デ
ィ

l

ハ
l
=
l
の
加
き
町
の
有
力
者
が
直
長
に
な
っ
た
。

サ
イ
フ
ィ

l
は、

一
一
一
七
四

l
五
年
(
〉
・
国
・
雪
印
)

ア
パ
ガ
や

だ ト
とブ
し、~ン

う塁ン
。)カ〉

ζ ら
のの
よ訴
う求
』こカ2

しな
て く

ヘ
ラ
!
ト
市
民
は
安
穏
を
築
し
ん

ア
バ
ガ
は
マ
リ
ク
・
ジ
ャ
ム
ス
に

謝
し
て
強
行
策
を
取
ら
ず
、

計
蓋
し
、

む
し
ろ
へ
ラ

l
ト
市
の
直
轄
領
編
入
を

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
恭
順
の
態
度
を
示
し
つ
つ
も
寸
居

か
か
る
南
者
の
閥
係
が
却
っ
て
ヘ

ラ
l
ト
市
に
卒
和
を
資
し
た
の
で
あ
っ
た
。

然
し
ア
パ
ガ
は
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
の
裏
切
行
矯
を
忘
れ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。

一
二
七
五
|
六
年
(
〉
・
出
・
ミ
⑦

域
ハ
イ
サ

l
ル
に
寵
っ
て
い
た
。

マ
リ
ク
・
シ

187 

ャ
ム
ス
に
優
詔
し
て
彼
を
ハ
イ
サ

1
ル
域
か
ら
出
す
べ
き
策
を
取

り
、
使
者
を
遭
っ
て
勅
書
、
牌
子
、
御
衣
を
授
け
、
「
へ
ラ

l
ト
に

来
て
、
。
ア
フ
ガ
-
一
ス
タ
ン
4

よ
り
シ
ュ
プ
ル
ガ
ン
、
ア
ム
川
に
至
る

地
を
治
め
て
は
ど
う
か
」
と
誘
っ
た
。

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
ζ

れ

に
躍
じ
て
、
殆
ん
ど
七
年
ぶ
り
に
ハ
イ
サ

l
ル
城
を
出
て
へ
ラ

l
ト

ア
パ
ガ
は
軍
を
出
し
て
一
翠
に
彼
を
捕
え
よ
う
と
し
た

に
入
っ
た
。

が
、
宰
相
シ
ャ
ム
ス
は
ホ
ラ
サ
ン
州
の
荒
鹿
の
現
肢
か
ら
し
て
兵
を

動
か
す
ζ

と
の
不
可
を
読
き
、
自
分
の
子
で
首
時
イ
ス
フ
ァ
ハ
ン
知

事
で
あ
っ
た
パ
ハ

l

・
ア
ル
・
デ
ィ

l
ン
を
し
て
必
ず
マ
リ
ク
・
シ

ャ
ム
ス
を
窟
廷
に
連
れ
来
ら
す
こ
と
を
ア
パ
ガ
に
約
し
た
。

一
二
七
六
l
七
年
(
〉
・
出
・
雪
印
〉
パ
ハ

I
・
ア
ル
・
デ
ィ

I
ン

は
へ
ラ

l
ト
の
法
官
フ
ァ
フ
ル
・
ア
ル
・
デ
ィ

i
γ
、

ニ
ザ

l
ム
・

-67-

ア
ル
・
デ
ィ

1
γ

・
ウ
l
ブ
ヒ

l
と
相
談
し
、

マ
リ
ク
・
ジ
ャ
ム
ス

に
安
心
し
て
宮
廷
に
来
る
よ
う
に
書
簡
を
以
っ
て
勘
め
た
。
宰
相
シ

ャ
ム
ス
の
書
簡
も
と
れ
に
添
え
ら
れ
た
。
ζ

れ
に
心
を
動
か
さ
れ
て

イ
ス
フ
ア
ハ
ン
に
至
つ

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
へ
ラ

1
ト
を
立
ち
、

て
バ
ハ

l

・
ア
ル
・
デ
ィ

l
ン
に
合
し
、
首
都
タ
.フ
リ
ー
ズ
に
到
着

し
た
。
然
る
に
ア
バ
ガ
の
態
度
は
酬
も
軟
化
し
て
お
ら
ず
、
宰
相
シ

ャ
ム
ス
の
諌
言
の
口
を
封
じ
、

か
ず
、

ア
ミ
!
ル
・
テ
グ
ネ
の
執
成
し
を
聴

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
を
タ
プ
リ
l
ズ
の
牢
に
幽
閉
し
、
そ
の

子
ル
ク
ン
・
ア
ル
・
デ
ィ

1
γ
と
弟
と
を
デ
ル
ベ
ン
ド
の
軍
役
に
遺

っ
た
。
迭
に
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
を
毒
殺
さ
せ
た
。

一
二
七
七
年
十
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二
月
乃
至
一
二
七
八
年
一
月
(
〉
・
同
・
ミ
タ

ω
z
d削コ
)
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
ア
パ
ガ
は
な
お
安
心
せ
ず
、
検
屍
を
命
じ
て
そ
の
死
を
確

認
さ
せ
、
棺
を
釘
づ
け
に
し
、
乙
れ
を
ジ
ャ

l
ム
に
埋
葬
さ
せ
た
。

然
し
ア
パ
ガ
の
庭
置
は
宰
相
、
重
臣
の
抵
抗
な
し
に
行
な
わ
れ
た
の

で
は
な
い
。
ア
パ
ガ
の
胸
中
に
は
、
と
の
危
険
人
物
を
除
去
し
た
上

は

ヘ
ラ
l
ト
市
を
直
轄
領
と
し
、

マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
の
全
領
土

を
奪
お
う
と
い
う
意
闘
が
動
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は

困
難
で
あ
っ
た
。

一
二
七
八
!
九
年
(
〉
・
出
・
。
寸
寸
〉

ホ
ラ
サ
ン
太

守
ト
ブ
シ
ン
の
霊
議
で
、

-
デ
ィ

l
ン
が
デ
ル
ベ
ン
ド
か
ら
召
還
さ
れ
、

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
の
子
ル
ク
ン
・
ア
ル

父
の
後
縫
者
に
選
ば

れ
た
。
名
も
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス

・
ア

ル
・
デ

ィ
l
ン
・
ィ
・
キ
ヒ

ン

卸
ち
小
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
と
改
む
べ
き
乙
と
を
命
ぜ
ら
れ

た
。
小
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
は
ア
バ
ガ

の
任
命
し
た
司
政
官
キ
プ
チ

〈=。〉

ヤ
ク
と
共
に
へ
ラ
!
ト
に
婦
っ
た
。

ク
ル
ト
家
は
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム

ス
の
死
を
以
っ
て
滅
び
ず
、

そ
の
子
小
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
の
努
力

に
よ
っ
て
い
よ
い
よ
そ
の
勢
力
を
伸
張
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

む

す

ζK 

ア
パ
ガ
・
カ
ン
が
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
を
倒
し
た
の
み
で
、
彼
の

所
領
に
手
を
鯛
れ
得
ず
、
ク
ル
ト
家
の
存
績
を
許
さ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
事
由
の
考
察
を
以
っ
て
、

と
の
小
論
の
む
す
び
に
換
え
よ
う
。

先
ず
モ
ン
ゴ
ル
人
側
の
事
情
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

ト
。
フ
シ
ン
》
』

宰
相
シ
ャ
ム
ス
と
が
ア
バ
ガ
の
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
討
伐
を
不
可
と

し
た
理
由
の
一
つ
は
、
前
に
引
い
た
よ
う
に

「
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス

を
敵
に
廻
せ
ば
、
我
が
軍
は
イ
ン
ド

ト
ル
キ
ス
タ
ン
か
ら
の
攻
撃

に
さ
ら
さ
れ

ホ
ラ
サ
ン
州
は
危
い
」
と
い
う
と
と
で
あ
っ
た
。

ーマ

リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス

の
領
土
は
略
今
日
の
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
全
域
を

蔽
し、

イ
ラ
ン

の
防
衛
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
地
域
で
あ

っ
た
。

。。
《

h
u

歴
代
の
イ
ル
カ
ン
は
皇
太
子
と
目
さ
れ
て
い
る
王
子
を
ホ
ラ
サ
ン
太

守
に
任
じ
、
大
兵
を
授
け
て
東
方
の
国
境
を
固
め
さ
せ
る
の
を
常
と

し
た
。
そ
の
防
禦
線
は
カ
ス
ピ
海
東
南
隅
の
ア
ス
タ
ラ

l
パ
1
ド
か

ら
へ
ラ
l
ト
に
達
し
た
。
そ
し
て
ヘ
ラ

l
ト
か
ら
パ
ル
フ
、
或
は
カ

ー
プ
ル
に
至
る
線
の
防
備
は
ま
さ
に
ク
ル
ト
家
の
指
嘗
で
あ
っ
た
。

チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ウ
ル
ス
の
侵
冠
に
備
え
、

を
持
っ
て
い
た
イ
ル
カ
ン
に
と
っ
て

且
つ
イ
ン
ド
に
強
い
閥
心

ク
ル
ト
家
の
踊
趨
は
重
大
事

た
ら
ざ
る
を
得
ぬ
。

モ
ン
ゴ
ル
の
軍
事
力
を
以
っ
て
す
れ
ば

ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
地
の
破
嬢
は
可
能
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
が

ー，
寸t
(J) 

地
を
確
保
で
き
な
い
こ
と
は

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
以
来
モ
ン
ゴ
ル
人



の
よ
く
縦
叶
え
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

出
し
た
オ
ゴ
タ
イ
・
カ

l
ン、

ヘ
ラ

l
ト
市
の
復
興
命
令
を

マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
に
勅
書
を
援
け

た
そ
ン
ケ

・
カ
l
ン
の
目
的
は
、

イ
ラ
ン
、
イ
ン
ド

へ
の
征
服
戟
を

繕
績
す
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
イ
ル
カ

γ
に
と
っ
て
は
ζ

の
地
域
の

確
保
が
自
己
防
衛
の
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

地
を
確
保
で
き
る
者
在
、

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
の
後
繕
者
以
外
に
は

見
出
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

女
に
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
の
側
の
事
情
を
考
え
て
み
る
と
、
彼
は

毒
殺
に
遭
う
ま
で
に
そ
の
政
権
の
基
礎
を
固
め
て
し
ま
っ
て
い
た
。

政
権
の
基
礎
と
は
何
か
。
ま
た
そ
れ
は
如
何
に
し
て
築
か
れ
た
か
。

第
一
に
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
が
モ
ン
ゴ
ル
人
の
強
大
な
武
力
支
配
下

に
あ
っ
て
よ
く
自
己
主
張
を
な
し
得
る
人
物
で
あ
り
、

ク
ル
ト
政
権

の
樹
立
者
に
相
嬉
し
い
器
量
、

と
。
彼
の
投
滑
、
勇
敢
は
語
史
料
の
一
致
し
て
述
べ
る
所
で
あ
る
。

才
幹
を
備
え
た
人
物
で
あ
っ
た
と

第
二
に
彼
が
モ
ン
ケ

・
カ
l
ン
の
勅
書
に
よ
っ
て
己
に
授
け
ら
れ
た

地
域
を
、
殆
，ん
ど
自
分
の
力
で
統
轄
下
に
置
い
た
ζ

と
。
ア
ム
川
、

へ
ラ

1
ト
川
か
ら
ス
レ
イ
マ
ン

山
脈
に
至
る
慶
大
な
地
域
の
民
が
彼

の
権
威
に
服
し
た
。
第
三
に
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
が
グ
l
ル
朝
の
復
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輿
者
と
見
倣
さ
れ
て

グ
I
ル
人
の
支
持
を
得
た
と
と
。
彼
の
統
轄

下
に
置
か
れ
た
地
域
は
略
グ
l
ル
朝
の
奮
領
に
相
嘗
す
る
。
マ
リ
'ク

・
シ
ャ
ム
ス
の
婚
姻
閥
係
を
確
め
る
術
が
な
く
、
ま
た
彼
の
手
足
と

な
っ
て
活
躍
し
た
人
々
の
分
析
を
試
る
遣
も
な
い
が

マ
リ
ク
・
シ

ャ
ム
ス
が
己
の
政
権
の
撮
り
所
と
し
た
武
力
は

山
除
に
よ
っ
て
生

来
剰
惇
な
グ

l
ル
兵
で
あ
っ
た
。
彼
が
グ

l
ル
朝
の
復
興
者
を
以
っ

て
自
任
し
て
い
た
と
い
う
史
料
こ
そ
見
出
さ
れ
な
い
が
、

グ

l
ル
阜
貝

族
と
し
て
の
彼
の
活
動
は
、

へ-ラ

l
ト
人
の
復
興
に
封
す
る
烈
し
い

意
欲
と
同
じ
く
、
そ
の
目
標
が
グ

I
ル
朝
の
再
興
応
あ
っ
た
と
考
え

な
け
れ
ば
理
解
し
難
い
。
か
つ
て
グ

1
ル
朝
は
、

ホ
ラ
サ
ン
や
マ
ヴ

Q
d
 

no 

ェ
ラ
ン
ナ
フ
ル
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
と
っ
て
は
正
統
イ
ス
ラ
ム

の
擁

護
者
と
仰
が
れ
た
が
、

の
支
配
下
に
あ
っ
て
、

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
も
異
教
徒
モ
ン
ゴ
ル
人

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
嘱
望
を
措
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も
彼
が
グ

I
ル
朝
の
復
興
者
の
役
割
を
果

し
、
グ

l
ル
人
の
武
力
を
掌
握
し
得
た
こ
と
は
最
も
注
意
さ
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
第
四
に
首
府
へ
ラ

l
ト
の
経
潤
力
が
彼
の
政
権
を
支
え
る

一
つ
の
柱
と
な
っ
た
と
と
。
へ
ラ
l
ト
の
経
漕
的
護
展
の
貰
棋
は
、

そ
の
生
産
物
や
首
時
の
隊
商
貿
易
と
の
闘
係
に
於
い
て
論
ぜ
ら
る
べ

き
で
あ
る
が
、
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
の
積
極
的
な
復
興
政
策
に
よ
っ

て
蓄
え
ら
れ
た
富
は
、
バ
ラ
ク
や
ア
バ
ガ
を
じ
て
垂
誕
さ
せ
る
に
十
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分
で
あ
っ
た
。
第
五
に
彼
が
ハ
イ
サ

l
ル
城
と
い
う
安
全
な
避
難
所

を
持
っ
て
い
た
こ
と
。

マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス

は
己
の
権
力
が
強
大
に

な
れ
ば
な
る
程
、

モ
ン
ゴ
ル
人
の
疑
惑
を
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

こ
の
目
的
の
た
め
に
彼
の
父
祖
停
来
の
居
城
ハ
イ
サ

i
ル

は
究
寛
の
場
廃
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
マ
リ
ク

・
シ
ャ
ム
ス
の
器

量
、
自
分
の
貫
力
に
よ
る
グ

l
ル
朝
奮
領
の
統
轄
、
グ

l
ル
人
の
支

持
、
へ
ラ

l
ト
の
富
、
ハ
イ
サ

l
ル
城
の
険
が
相
倹
っ
て
、
彼
の
勢

力
を
築
き
上
げ
た
と
言
え
よ
う
。
ア
パ
ガ
・
カ

γ
は
こ
れ
ら
の
ζ
と

を
無
覗
し
得
ず
、
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
を
死
に
至
ら
し
め
て
も
、
ク

ル
ト
家
を
滅
ぼ
す
こ
と
が
で
き
ず
、
む
し
ろ
ク
ル
ト
家
の
存
績
を
必

要
と
し
た
事
情
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
こ
こ
に
我
々
は
モ
ン
ゴ
ル
人
の

武
力
支
配
の
限
界
と
、
グ

l
ル
人
の
底
力
を
見
出
す
。
ζ

の
こ
と
は

単
に
政
治
現
象
に
就
い
て
ば
か
り
で
な
く
文
化
現
象
に
就
い
て
も
言

え
よ
う
。

モ
ン
ゴ
ル
人
の
武
力
が
粛
し
た
ホ
ラ
サ
ン
州
の
荒
騒
は
、

そ
こ
に
培
わ
れ
て
い
た
イ
ラ
ン
文
化
の
停
統
を
断
組
さ
せ
よ
う
と
し

た
。
グ
l
ル
人
|
|
若
干
の
方
言
の
差
は
あ
る
に
し
て
も
本
質
的
に

は
イ
ラ
ン
人
|
|
の
活
動
は
そ
の
停
統
を
断
紹
か
ら
救
う
も
の
で
は

な
か
っ
た
か
。

ク
ル
ト
政
権
が
イ
ラ
ン
文
化
擁
護
の
役
目
を
縫
っ
た

こ
と
は
、
こ
の
後
の
ク
ル
ト
家
の
麗
史
が
示
す
所
で
あ
る
。

(
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